「A Dance In Fire」訳本
　「A Dance In Fire, ChapterⅠ」

　「焔中舞踏」第一章
　Waughin Jarth著
　Cyrodiil 帝都にて

　第三時代　三九七年　Frost Fall月　七日
　帝都の宮殿には、Atrius建設会社の事務員や、帝国内に於ける全ての建設出願の是非を決めて廻る不動産管理者が溢れ返っていた。まるで、彼らはそこの住人であるかのようだった。質実にして剛健である宮殿の大広間は、確かに瀟洒という点では遅れを取るだろうけれど、Magnus皇帝から連綿と続く二百五十年の治世を象徴する、正に誉れ高い場所である。その大広間では、精力と野望に満ちた、中流階級の少年少女が忙しなく働いていた。そんな中、もう中年だというのに、その仕事に安穏としてしまっている一人の男がいた。彼の名前はDecumus Scottiである。彼らにとっては、その仕事が全てであり、外の世界は夢想だにしなかった。特に、このDecumus Scottiは。いや、より正確を期するならば、自分無しでは、この仕事は決して立ち行かないだろうと自負していたのであった。
　「君の貢献については、社長のAtrius様も大いに御認めになっているところだよ」Scottiの職場に続く扉を後ろ手に閉めながら、主任は切り出した。「だが、事はさして容易ではない」
　「はい」Scottiは硬い声音で答えた。
「この頃、Vanech社の連中が、我々に競争を仕掛けてきている。だから、こちらとしても、更に効率を上げなければならない。しかし、実に不幸なことに、それは、歴史上、稀に見るような素晴らしい働き手――彼は中年だし、今は平均以下であるが――を解雇することに他ならない。分かるね？」
　「ええ、分かります。しかし、どうにかならないものでしょうか？」

　「分かって頂けて有難いことだね」そう言って小さく微笑んでみせたが、すぐにそれを引っ込めてしまった。「そうと決まれば、さぁ、最後の仕事だ。君の部屋をすぐに片付けてきなさい」

　後任のために、Scottiは仕事を取りまとめ始めた。彼の後を継ぐのは、年若いImbralliusだろう。そして、彼無しでも、物事は全て然るべき場所に収まるのだ。彼は、哲学者みたく物思いに沈んでしまった。きっとImbralliusならば、彼と同じ状況でも新しい仕事を見つけてしまうことだろう。だが、彼は、「どうしてImbralliusの奴は、寺院から委託された聖Alessia像建設の契約が取れたんだろうなぁ」と、ぼんやり考えているだけだった。「きっと奴は」と続けて思った。「書き損じた書類でもこしらえて、それを前任者の俺のせいにするんだろう。そうやって、その書類を訂正するための費用をせしめるつもりなんだ」
　「Atrius建設会社社員、Decumus Scottiさん、貴方に手紙ですよ」
　不意に、小太りの配達人が彼の部屋に入って来て、封がされた巻物を一巻、彼に差し出した。その男に幾らかの金貨を握らせると、彼はそれを開いてみる。乱暴な筆跡に、稚拙な綴りと文法、端から端まで、およそ文筆代行で書かれたとは思えない文面。誰が書いたかは明白だった。Liodes Jurusだ。彼は、数年前までこの会社で働いていたが、倫理的に問題のある仕事振りが訴えられて解雇されたはずだった。
　親愛なるSckottiへ

　やあ、お前はきっと、俺に何が起きたのか不思議に思ってるんじゃないのかい？　そう俺は想象してるんだがね。「奴の居湯所は森の外れに違いない！」とかさ。なかなか良い線いってるぜ。Ha ha。まぁ、お前の頭がもうちっとマシで、Atriusの野郎に余った金でも握らせれば（いや、そんな金あったら、お前の方が欲しいだろうがな。Ha ha。）、それがVallinwoodだってことも分かるだろうよ。ところで、お前がいくら世間に疎くても、Boshmerと、奴の近所のElswereとの、二年越しの下らない抗争の話は聞いてるだろう？　そのゴタゴタが収まって、今度は、それで壊れた建物を直す仕事が出来たってわけだ。
　で、この話は有難いんだが、どうにも人手不足でな。そこで、だ。このペンとインクでもって、都合の良い代里業者とコネがある奴を探していたら、そう、心の友よ、正にお前がそいつだったんだよ。至急、VallinwoodはFalinnesti、M’ther Paskosの酒場まで来るんだぜ。分かったな？　じゃあ、俺はここで二週間は待ってるからな。よろしく頼むぜ。
　Jurus

　追伸　出来ることなら、何馬車一台分の木材を持って来てくれ。
　「そこで何を持ってるんです？　Scottiさん」声がした。

　それに驚いて、彼は部屋を片付ける作業を再開した。その声の主は、あのImbralliusだった。あの忌々しくも整った顔立ちを鎧戸の向こうから覗かせて、どんなトゲトゲした顧客の心も、どんな粗暴な石工の心も、一遍に溶かしてしまう、あの笑顔を浮かべている。Scottiは、その手紙を自分の上着に押し込んだ。
　「個人的なものだよ」そして、ちょっと鼻を啜ってみせてから、「もう少しで、ここは片付くよ」
　「そんなに急ぐことは無いでしょう？」そう言うと、Scottiの机にあった契約書を何枚か引っつかんだ。「私が書類を整理しておきましたよ。若者の書く文字なんてのは、みんな『ひきつり』を起こしていますがね、ふむ、貴方の書類にもかなりのミスがあるようですね」
　そう言って、Imbralliusは消えた。Scottiは手紙を再び取り出すと、もう一度、よく読んだ。それから、自分の人生について考えてみた。そんなこと、滅多にしたことが無かった。それは、灰色と黒色で満たされた海のようでもあり、ぼんやりと立ち現れる、しかし決して乗り越えられない壁のようでもあった。その壁の何処かに、とても狭い路が見つけられたような気がした。すぐに、その路について一瞬だけ考え直すと、キラキラ輝く金箔で「皇帝陛下御用達のAtrius建設会社」と大書された、まだ何も書かれていない契約書を一ダース引っつかんだ。そして、身の回りの品と一緒に、それを鞄の中に仕舞い込んだ。
　次の日、彼は、眩暈がしてくるほど何の躊躇いも無く、冒険を始めたのだった。そして、その週のうちに、Valenwood行きの隊商に加わる準備をして、帝都を南東へ発つための一人分の乗物の手配をしてしまった。荷作りをする時間はほとんど無かったが、荷馬車一台分の木材は忘れなかった。
　「余った金で、その荷物を引く馬を買ったらどうだい？」隊商の護衛の頭領は顔をしかめてみせた。
　「ええ、そう言うだろうと思っていました」Scottiは、Imbralliusもかくやとばかりに、歯を見せながら輝く笑顔を返した。
　荷物を全て積み込んで十の荷馬車は出発すると、その昼には、慣れ親しんだCyrodiilの田舎道を抜けて行った。野性の花々が咲き乱れるところを過ぎて、森や親しげな小村の中を緩やかに進む。馬のひづめが石道に当たって立つ「パカパカ」という音は、Scottiに、その石道を造っていた頃のことを思い出させた。この石道が完成するために一八の契約書が必要だったが、その五つを書いたのは彼の手に他ならなかったのだ。
　「そうして木材を運んで行くとは、あなたは賢いですね」Scottiの隣で荷馬車を引いている、灰色の頬髭のBreton男性が話しかけてきた。「きっと、商売でもするつもりなんでしょう？」
　「いやはや、そんなに褒めないでください」Scottiは答えた。それから、「そう言えば、自己紹介が遅れてしまったな」と思って、「Decumus Scottiです」と名乗った。

　「Gryf Mallonです」Gryfも応じた。「私は詩人なんですよ。とは言っても、実際には、古代Bosmer文学の翻訳をやっているんですが。二年前にMnoriad Pley Barが書いた小冊子が新しく発見されましてね、その研究をしていたんです。ところが、あの戦争でしょう？　研究を取り止めて、私も避難していなければならなかったんです。ふむ、あなたもMnoriadのことは御存知でしょう？　『緑の約束』という作品については、聞いたことがあるに違いないはずです」
　「やれやれ、チンプンカンプンだぞ」そう思いながらも、彼は頷いていた。
　「普通に考えて、MnoriadがMeh Ayleidionと同じ位に有名であるとか、Dansir Golと同じ位に時代がかっているとまでは言わないけどね。でも、自然を紐解くBosmerのmerelithicな心は特筆すべきものであると思うよ。例えば、Wood Elfの心情を、彼は細やかに捉えていると思うんだ。彼らWood Elfは、木を切ったり果物を食べたりするのを非常に嫌うんだけど、一方では、他文化から積極的に植物全般を輸入しようとしている。この矛盾した心情を考えるとき、僕はMnoriadの一節に引き付けて考えざるを得ないよ」そこまで言うと、Mallonは自分の荷物をごそごそと探り始めた。どうやら、その「一節」とやらを探しているようだった。
　ようやくScottiが解放されるとすぐに、馬車は予定していた宿営地へと到着した。一行は切り立った崖の上に居て、眼下には灰色の河が流れている。そして、その流域にはValenwoodが広がっていた。海鳥の鳴声が聞こえなければ、西の方に入り江があることなど想像できない光景である。この辺りに見られる木々は、非常に背丈も胴回りも大きい。また、遥か古代からそうであったように、その木々は自身に巻き付いて成長しており、とても切り倒せそうではなかった。最も若い木ですら、その木の地上から最も近い枝までの距離が五十フィート(十五メートル)もあったのだ。さて、宿営地は崖の端に張られることに決定した。この見慣れない光景を前にして、Scottiは、自分が不安で満たされていることに気付いた。「こんな奇妙な所に入り込んで、果たして大丈夫なのだろうか？」そう思うと、今夜は眠れそうになかった。
　幸運なことに、Mallonは、古代文化の謎を探求する「同志」を見つけて、彼と一緒に学問的情熱を発揮しているようだった。長い夜の間、Bosmerの韻文を彼自身の翻訳でもって暗誦してみせていた。むせび泣くように、うめくように、ささやくように、適宜、声色を使い分けながら。次第にScottiは眠くなってきたけれど、不意に木の折れる鋭い音がして、彼はビクッと体を震わせた。
　「あれは何だい？」

　「あぁ、僕はこの詩にぞっこんなんだな。『月無い月夜、然らば何が心を映す？　罵詈、雑言、議場の人々。全ては踊れ、焔に踊れ……』」
　「この木の上を、すごい数の鳥が飛んでるんだろうなぁ」Scottiは呟きながら、自分の頭の上を指した。しかし、もはや夜も更けて、何か得体の知れない影しか見えなかった。
　「そんなこと、僕は気にしないね」Mallonは聴衆に苛立っているようだ。「それよりも、さ。第四巻十八節のHerma-Moraの祈祷文、これを詩人がどうやって特徴付けるかについての研究結果を聞いてくれないかな｣
　木々の影は、鳥が木に止まっているようにも、蛇がずるずると滑り降りて来るようにも、はたまた、誰か人が立っているようにもすら見えた。Mallonが例の暗誦を再開したのを聞きながら、彼はそんな木々が織り成す陰影に、枝から枝へと静かに目を走らせていた。暫くそうしていたものの、森の上の方はひどく木々に覆われており、そこがどうなっているのかは、翼でも無ければ確かめられそうになかった。それから、一行は集まってグループを作ると、一人一人バラバラになって眠るに就くまでそうしていた。そのとき、不意に、上から落ちて来るものがあった。
　「うわ」Scottiは思わず叫んだ。「何か雨みたいなのが降ってきたぞ！」

　「種のさやだろう？」Mallonはつまらなそうに肩をすくめると、こちらも見ずに言い放った。「木の中には、非常に興味深い性質を持つものもあって――」
　その瞬間、宿営地は赤一色の轟音に染まった。馬車から一斉に紅蓮の焔が噴き出し、それに命の危険を感じた馬達は激しく鳴き叫び、ワインも水もリキュールも、その入れ物はことごとく破壊され、全てが地面に飲み込まれてしまった。不審な影がScottiとMallonの傍を素早く行過ぎたかと思うと、それは、およそ不可能と思われる位の俊敏かつ優美な動作でもって、穀物や金貨が入った袋を次々に略奪していく。不意に近くで爆発が起こったおかげで、その明かりでもって、Scottiはその影をちらっとだけ見ることが出来た。光沢のある毛、鋭く尖った耳、幅が広く黄色い目、まだら模様の毛皮、そして、鞭のような尻尾。

「人狼」Scottiは、思わず後ずさりながら、ぼそりと言った。
「いや、Cathay-Rahtさ」Mallonがうめくように答えた。「人狼なんかより、ずっと質が悪いね。Khajiitのいとこか、まぁ、そんなところだな。とにかく、略奪者に身を落とした成れの果てだよ」
　「おい、大丈夫か？」
ようやく隊商に付いていた護衛達が駆けつけて来たものの、奴らは襲撃を終えるとすぐさま退却に転じたようだった。攻性魔術師も騎士もその姿を目に焼き付ける暇もあらばこそ、その前に、奴らは崖下へと身を躍らせて行ってしまったのである。ScottiとMallonは崖の方に駆け寄ると、百フィートもの高さから下を眺めてみた。すると、ちっぽけな人影が水の中から飛び出して、その身を震わせながら森へと消えて行くのが見えた。
　「人狼は、ここまで器用じゃないよ」Mallonは言った。「間違いなく、あの盗賊紛い、Cathay-Rahtの連中だね。やれやれ、Stendarrの御加護のお陰で、奴ら、僕のノートの価値には気付かなかったようだな。全く、間の抜けた連中だ」
　訳注　ValenwoodはBosmer（Wood Elf）の、Elsweyr（Elswereは誤った綴り）はKhajiitの生まれ故郷であり、帝国の中心地であるCyodiilから見ると、それぞれ南西と真南に位置している。Stendarrとは、人間の罪をかばう慈悲の神。また、merelithicの意味が不明であったため、訳出せずにおいた。この訳注は、Morrowind: Aethereal sideとMorrowind公式サイトの記述を参考にした。以下、特に断りが無い場合、私「死んだ異性」の翻訳は両サイトの記述を参考にする。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅱ」

　「焔中舞踏」第二章
　Waughin Jarth著

　実際のところ、Cathay-Rahtは間の抜けた連中ではなかった。あの短い時間の間に、隊商にあった価値のあるものは、そのほとんどが略奪あるいは破壊されてしまっていた。ScottiがBosmerに売りつけようと思っていた木材も、燃えてしまったり、崖から落ちてしまったりしている。彼の服や契約書もぼろ切れになって、ワイン混じりのぬかるみに突っ込んでいる。周りの巡礼者や商人や冒険者は、みんな、口々に不満や嗚咽を上げながら、ようやく明けてきた空の明かりを頼りに、自分の荷物の切れ端を拾い集めていた。
「やれやれ、僕のノート、Mnoriadを翻訳したノートが無事だなんて、口が裂けても言えないね」Mallonが呟いた。「きっと、みんな、僕を逆恨みするに決まってるもの」
　流石に失礼かと思って、「そんなものに興味は無いけどね」と言うのは避けたけれど。その代わりに、Scottiは財布の中身を確かめることにした。金貨、三十四枚。とてもじゃないが、新しく商売は起こせそうにない。
　「おい！」林の方から怒鳴り声が上がった。茂みの中から姿を現したのはBosmer軍の小隊、革鎧に身を包んで武装している。「友軍か、敵軍か！？」
　「いづれでもない！」護衛隊長が怒鳴り返した。
　「ハッ、お前達はCyrodiilに違いないはずだ」骨張った体と狐のように狡猾な表情の若者が、笑いながら返した。どうやら、彼がその隊を率いているようだ。「我々は、お前達がこの道を使っていると聞いている。と言うことは、お前達が敵であることも明白な事実なのだ」
　「戦争は終わったと思っていたのに」商売を台無しにされた誰かが、ぶつぶつと言った。
　それを聞いた小隊長が、またも笑って言う。「なに、これは戦争ではない。ちょっとした縄張り争いだよ。ところで、お前達はFalinestiまで行くのだろう？」
　「いや」護衛隊長は手を振ってみせた。「私に関しては、ここで仕事は終わりさ。もう馬も無ければ隊商も無い、骨折り損のくたびれ儲けだ」
　それを聞いて、人々は彼の元に殺到した。口々に抗議や脅迫や嘆願の声を上げていたが、頑として、彼はValenwoodに足を踏み入れようとはしなかった。
　「平和な時代になるくらいだったら、」彼は言った。「むしろ、また戦争が起きればいいんだ」

　Scottiは、この小隊長を別なやり方で「攻略」しようと試みた。威厳のある、しかし親しみ易い声で話しかけてみたのだ。これは、気難しい大工との交渉のときに、彼がよく使った手である。「きっと、貴方は私をFalinestiまで護衛しては下さらないでしょうね、それは分かっています。しかし、よく考えてみて下さい。私は、あの帝国が全幅の信頼を置くAtrius建設会社の代表者なのですよ。この地方では、先のKhajiitとの戦争のせいで、多くの建物を修復したり再建したりする必要があると聞いています。いかがなものでしょう？　その建設費用、私とのコネがあれば、大いに勉強させて頂きますよ。貴方にも、帝国に対する愛国心があるならば――」

　「金貨二十枚、それで手を打とう。それと、お前は自分のgearを連れて行くんだぞ」彼は答えた。
　Scottiは安堵の溜息を漏らした。大工との交渉では、滅多に上手くいった試しが無かったのだ。
　こんな所で立ち往生してはたまらないと、一行の内、Scottiも含めて六人までは金貨を差し出した。そんな中、例の詩人は充分な金が無いようで、しきりにScottiに頼み込んできた。
　「実にすまないんだけどね、私はあと十四枚しか持ってないんだ。これでは、Falinestiの良い宿に泊まることすら出来ないよ。できれば、君を助けたいんだけど」そう言って、Scottiは自分自身も説得した。ここで余分な金を使うわけにはいかないのだ。
　こうして、六人とBosmerの小隊は出発することになった。まず、岩がそこら中に突き出した道を通って、険しい崖を下る。次に、Valenwoodの深い森を、一時間ほど進んで行った。茶と緑の「天蓋」が一行を覆って、それは永遠に続くようである。一千年の長きに渡って生長してきた木々のおかげで、Valenwoodの森は栄養の溢れる豊かなものとなっていた。と言うのも、一行の足元を埋めている、その木々の落ち葉を分解しようと虫達が集まってくるからである。分解された落ち葉は地面の栄養となり、これによって再び木々が生長して、その果物などの恩恵を動物が受ける。そして、動物がいずれ死ねば、彼らも虫達によって分解される。こうして、Valenwoodの森は発展してきたのである。そんな森の中、数マイル続くぬかるみを渡ったり、地面に落ちた小枝やしな垂れかかってくる大枝のせいで迷路のようになってしまっている道を進んだりした。
　かなり長い時間が過ぎたが、先導役のBosmer達は全くスピードを落とそうとしないので、後ろのCyrodiil達は、彼らに置いていかれないようにするのに必死だった。赤ら顔で小柄な商人が、その短い足でもって腐った枝を踏んで転んでしまい、彼の仲間に助け起こされる一幕もあった。Bosmer達は、その進む動作は迅速であるのだが、その動作の前に一瞬だけ、絶えず頭上の木の影をじろりとねめつける仕草をするのである。
　「奴らは何を気にしているんだろう？」怒気を孕んだ口調で、ぜいぜいと息を荒げながら、一人の商人が言った。「またCathay-Rahtの連中か？」
　「馬鹿を言うな」Bosmerは笑って否定したが、その言葉は胡散臭いものだった。「Khajiitの住処とこのValenwoodがどれだけ離れているか知っているのか？　この平和な時代に、あえて奴らがここまで出向くようなことは考えられないね」
　少し嫌な匂いのする湿地を過ぎた頃、Scottiは猛烈な空腹感を感じた。彼はCyrodiilの慣習に従って一日に四度の食事をしていたが、こんなにも激しい運動にも関わらず、まだ食事を摂っていないのである。事務員の仕事に慣れ切ってしまっている彼の体では、とても付いていけたものではなかった。しかし、ちょっと気分が高揚しているせいか、「このジャングルの中をどれだけ駆けて行けるだろうか？」などと考えていた。「十二時間？　二十時間？　いや、時間は関係ないな」陽の光は厚く茂った葉々に遮られてしまい、一行を照らすのは、ポツポツとした光の点になってしまっている。そして、青がかった木漏れ日は、そのまま地面の上に差し込んで、幻想的な光の柱を成していた。
　「ねぇ、少しは休憩を摂らないのですか！？」Scottiは叫んだ。と言うのも、彼の先導役はずっと前を歩いていたからである。
　「Falinestiは近いぞ」返答がこだまして来た。「そこになら、食べ物がたくさんある」

　更に、道は上りになって続いている。一行は、丸太がゴロゴロしている所を踏み越えたり、立ち並んだ木の枝を次々に登って行ったりしなければならなかった。それが数時間も続いた。長いカーブを抜けると、彼らは、自分達が巨大な滝の傍に着いたことを知った。それは百フィート（三十メートル）かそれ以上の高さを持ち、滝の中腹に居る彼らにも、水の落ちる轟音は聞き取れた。
「この滝の上まで行くぞ」Bosmerの一人が、滝に沿った岩場を示した。
もはや、誰も文句を言う気力は失せていた。ただ、積み重なった岩の上に、一歩一歩、自分の足を重ねていくだけである。先導役を霧の中に見失っても、足を置くべき岩が無くなるまで、Scottiは歩みを止めなかった。ようやく足を止めたあと、彼は、自分の汗と顔にかかった滝のしぶきを拭った。
Falinestiは、彼の眼前、地平線をまたぐように広がっていた。壮大なgraht-oak市が、河の両岸を越えて、その四肢を伸ばしている。その都市には背丈の低い木々が密集した木立や果樹園が隣接しており、風が吹き過ぎると、国王の前で家臣が嘆願する時のように、木々も頭を垂れるのだった。よくよく見ると、都市に沿って生えている木々は、ちょっと風変わりなものだった。節くれ立ってねじ曲がっている上に、天辺は美麗な金と緑に染まっており、蔓が垂れ下がって樹液が陽の光に輝いている。高さは一マイル（千六百メートル）幅はその半分、これほど壮大な存在を、Scottiは今まで見たことが無かった。もしも彼が事務員でも強烈な空腹を抱えてもいなければ、何か一曲、唄でも歌いたい気分だった。
　「なんだ、そこにいたのか」いつの間にか、先導役のリーダーと彼の仲間が傍に立っていた。「あまり遠くへ行くんじゃないぞ。今が冬で助かったな。これが夏だったら、お前、街のずっと南の端の方まで行ってただろう？」
　実際のところ、彼は迷子になってしまっていた。こうして背丈の高い木々に囲まれて蟻のようにさまよっていると、すっかり方向感覚を失ってしまうのだ。
「あの、こんな名前の宿を、」と言いかけてから、Jurusからの手紙をポケットから取り出すと、「『Paskos母さんの酒場』とか言うんですけど？」
「Paskos母さん？」彼は、親しげな、しかし嘲るような笑い声で返した。「あそこは止めときな、きっと気に入らないぜ。俺だったら、木の上にあるAysiaホールを薦めるね。高い金とるけど、良いところさ」
　「そこで、人と待ち合わせしているんです」
　「ふん、そう決まってるなら、Havel Slumpに行って、そこ行きのリフトに乗せてもらうんだな。いいか、迷子になってWestern Crossで居眠してたりするなよ、絶対に」
　それが最高のジョークであるかのように、この粗暴で年若いScottiの友人達は、彼がFalinestiに張り巡らされた曲がりくねった道を歩いていく背後から爆笑を浴びせたのだった。地面は落ち葉やがらくたで汚れており、時々、頭の上からガラスや骨が落ちて来る始末だった。そのため、彼は絶えずキョロキョロと辺りを見回していなければならなかった。リフト乗り場は、他のリフトが集まる所であるため、非常に入り組んでいた。また、この乗り場は太いブドウの木に固定されており、どうやら、上下にスライドするようだ。これに乗って行けば、街の中心地まで優雅な空中散歩を楽しめるという寸法だ。ただし、人力であるらしい。雄牛の腹ほどもある腕をした男が乗り込んでおり、どうやら彼が操作するようである。Scottiは手近なリフトに乗り込むと、ガラス製のパイプで煙草をふかし始めた。
　「Havel Slumpにまで行きたいんですけど、お願い出来ますか？」と、その運搬夫に話しかける。
　彼は頷いてみせた。その数分後、Scottiは二百フィート（六十メートル）の高みに在った。見ると、このリフトを挟むようにして二本の太い枝があり、これを吊るしているからであろう、二本ともが重みでたわんでいる。不規則に木の股に巻き付いて茂っているコケは、木の上に立てられた数ダースの小さな家々にとっての屋根のようである。リフトからはほんの少しの小道しか見当たらなかったものの、その向こうからは、人々の話し声や街の物音、それに音楽も聞こえてくる。Falinesti駅に到着すると、運搬夫にチップを渡して、例の酒場の場所を尋ねてみた。
　「よろしいですか、高貴なる御方？　ここから、真っ直ぐ、進んで行きなさいませ。きっと、何も見つからないでしょうけど」そう言ってひとしきり腹を抱えて笑ってから、やっと真面目に答える気になったらしい。「Havel Slumpん所のMorndasは、みんな、『どんちゃん騒ぎ』の真っ最中だぜ。あんたも楽しんでったらどうだい？」
　それからScottiは狭い道を抜けて行ったが、それには、かなりの注意が必要だった。と言うのも、道の歩き心地は大理石で出来た帝都の大通りにも似ているけれど、所々に、遥か下を流れている河まで真っさ逆様の亀裂が走っていたからである。彼は、ちょっと腰を下ろして休憩を取ると、この高みから下を見下ろしてみた。今日は快晴であるのだろう、実に素晴らしい眺めではあったものの、すぐに縮こまってしまい、じっと見てはいられなかった。
　「ん？」地上から目を離そうとしたとき、彼は少し不思議なものを見たような気がして、もう一度、下界を覗き込んでみた。河には小さな筏（いかだ）が浮いていて、数インチ（一インチは三センチ）ずつ動いているようだった。だが、よく見ると、その筏は明らかに岸に固定されているのだ。「んん？」彼は、ようやく違和感の源に至った。比喩でも何でもなく、あの筏が動いているのではなく、このFalinesti自身が動いているのだ。しかも、急激なスピードで。
　そこまで考えてから、ようやく彼は顔を上げると、歩みを進めることにした。と、向こうの曲がり角の方から、何かの煙が漂って来るのが目に飛び込んできた。「ローストビーフ！　しかも、とびきり美味い奴だ」その煙の匂いは、彼の空腹を思い出せるのにも、そして、どれだけ危険な所に居るのかを忘れさせるのにも充分だった。さっきの恐怖も放り出して、彼は駆けて行った。
　運搬夫が言っていた「どんちゃん騒ぎ」は、その曲がり角の向こう、どんな街の広場にも引けを取らない位に広大なリフト乗り場で繰り広げられていた。見渡す限り、Scottiが圧倒されてしまうような出で立ちの人々がひしめき合って、飲めや歌えの大騒ぎである。リュート弾きも居れば、そのリズムに合わせて踊る人々、更には、ちょっと高くなった所にステージが設えられて、そこで歌っている者もあるくらいだった。彼らのほとんどは、色鮮やかな革や骨で着飾ったBosmerだったが、中にはOrcの姿も見受けられた。彼らOrcは、人々の間を駆け回っては、踊り散らしたり怒鳴ってみせたりと、全く粗暴な連中であった。また、最初は背の高いBosmerかと思ったが、よく見ると、髪を短く切ったケンタウロスも少し居るようだった。
　「えー、マトンは要らんかえー」しわくちゃな顔の老人が、熱く焼けた石の上で巨大な羊を焼いている。
　早速、Scottiは美味そうに焼けた足に噛り付くと、立て続けに、もう一本にもむしゃぶり付いた。喉に詰まった軟骨を、彼の様子にクスクスと笑う売り子を横目で見ながら、手近な白く泡立ったジョッキの中身で飲み込む。その液体は、彼の五臓六腑に染み渡った。
　「何です、これは？」

　「Jaggaさ。豚のお乳を発酵させたもんさね。どうだい、大瓶で一杯？　それに、マトンの方も、もう少しどうかね？」
　また金を幾らか払うと、羊の足を齧りつつ、Jaggaの大瓶を傾けつつ、彼は人ごみの中に入って行った。そして、ここValenwoodまで彼を呼び出したJurusを行き交う人々に探していたのだが、どうにも見つからない。大瓶を四分の一まで空けたところで、彼は人探しを止めることにした。半分まで空けたところで、これからの事は脇にどけて、ダンスの輪に加わった。四分の三まで空けたところで、言葉がさっぱり通じない相手とジョークを交わした。全て飲み終わったところで、彼は仰向けになっていびきをかき始めた。それでも、「どんちゃん騒ぎ」は続く。
　翌朝、誰かにキスされているような感覚で目が覚めた。しっかり目は開いていないものの、そのご好意の主に向かって顔を近付けた途端、胸に焼け付くような痛みを受けて叩き起こされた。彼の眼前に居たのは、子牛ほどもある昆虫だった。それは、Scottiを叩き潰そうと棘のびっしり生えた強靭な脚で彼を組み敷くと、刀剣が円状に生えたような口でもって彼のシャツを引き千切ろうとしているのだった。泣き叫びながら必死で手足をばたつかせるも、とてもではないが、敵いそうな相手ではない。「さぁ、食事の時間だ」そんなことでも思っているのか、その昆虫の力はより強まるばかりである。「もう終わりだ」一方、彼は投げやりにそんなことを考えていた。「もう故郷に帰ることも出来ない。あぁ、帝都に残っているべきだったんだ。きっと、Vanechのところで雇ってもらえただろうに。そうして、一からやり直せば良かったんだ。それなのに……」
　――と、唐突にそれの顎の力が弱まる。かと思うと、一度だけ体をぶるっと震わせると、次の瞬間、胆汁を撒き散らして死んでしまった。
　「よし！」叫び声が聞こえた。そう遠くない。
　何が起こったのか分からないScottiは、まだ横たわったままだった。彼の胸は焼けただれ、動悸は耳元でうるさい。寝転んだままの視界の隅で捕らえられたのは、こちらに突進してくる身の毛もよだつ怪物だった。慌てて安全な場所へ這って行こうとしたところへ、鋭く風を切る音。振り向くと、その怪物に矢が深々と突き立っている。
　「当たり！」さっきとは別な声。「おい、最初のがまだ生きてるぞ、ちょっと動いたんだ」

　今度は、クロスボウのボルトが風を切って、それは彼の上に被さっている死骸に命中した。「自分まで串刺しにされてはかなわない」と必死で声を上げてみるものの、どうやら、このでかぶつのせいで声はくぐもってしまっているみたいだ。用心してこの下から這い出そうとしたが、その動作は、射手達に怪物の生存を確信させるものに過ぎなかったようだ。結果、矢の嵐が彼の上を吹き荒れることになる。今や、標的はぼろくずのようになって、彼は死骸から溢れ出る血の海に漂っていた。
　Scottiがまだ若かった頃、あまり「模擬戦闘」についてよく知らなかった頃、そのスポーツを観るために帝都の闘技場にしばしば足を運んでいた。そんなとき、彼は、ベテランの戦士に戦闘の秘訣を尋ねたことがある。「そう、『秘密だぜ』って言って教えてくれたんだ」と彼は思い出す。「『何をすべきか分からないなら、とりあえず盾の後ろに隠れとけ』ってね」
　Scottiはその忠告に従うことにした。一時間後、すっかり物音も無くなったところで、忌々しい虫の「残り物」を投げ棄てると、彼は出来るだけ速く立ち上がった。が、少し遅かったようだ。八人の狼藉者は、既にピタリと彼に向けて照準を合わして、いつでも発射できる状態だ。
　「……あ？」ようやく、その中の一人が彼の姿を認めたようだ。そして、急に腹を折って笑い出した。「おいおいおいおい、『Western Crossでは居眠りするな』って言ってくれる心優しい奴は居なかったのか？　それとも、hoarvorの奴らを養ってやろうとするお前の方が心優しいのかね？　Ha ha。いや、それは、邪魔して悪かったな」

　Scottiは頭を振り振り、リフト乗り場沿いの道を引き返して行った。そして、一つ角を曲がって、ようやくHavel Slumpに到着した。彼は、血塗れで服もぼろぼろで疲れきっていてJaggaも飲み過ぎだったから、すぐにでも横になってしまいたかった。だから、「Paskos母さんの酒場」に足を踏み入れた時は、その酒場は湿っぽくて樹液でぬめっていてカビ臭かったけれど、心の底から安心したものだった。
　「Decumus Scottiと言います」彼は名乗った。「ここにJurusという人が居るはずなんですけど？」
「Decumus Scottiだって？」肉付きのいい女主人――彼女こそ、Paskos母さんその人だ――は、頭をひねらせているようだった。「その名前、聞いたことがあるね。そうだ、Jurusからの書置きがあるはずだ。ちょっと取って来るからね」
　訳注　hoarvorの意味が不明であったため、訳出せずにおいた。恐らく、昆虫様の怪物の名称であろう。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅲ」

「焔中舞踏」第三章

Waughin Jarth著

　彼女はごみごみとした奥に引っ込むと、すぐに、Jurusが書いたものらしい巻物を一巻その手に持って来た。Scottiは、それを木々から漏れる陽の光に透かして読み始めた。旺盛に繁殖している枝々に遮られて、太陽光はなかなか此処まで届かないのだ。
　Sckottiへ

　VallinwoodはFalinnestiへようこそ！　おめでとう！　もう、ここで、かなりの「冒険」をやらかしたんじゃないかな？　不軍なことに、タ分、君が考えているように、もう俺はここに居ない。ここから皮を下ったところ、Athieという場所に俺は居る。さぁ、お前もボードを手に入れて、ここまで来るんだ。いい考えだろ？　そうだ、健築資材を忘れるんじゃないぞ。ここじゃあ、みんな、新しい家を欲しがってるんだから。実を言うと、どうも戦争が近いようなんだ。まぁ、俺の取り分を確保するだけの時間はあるがね。Ha ha。そういうわけで、束いところ、Athieまで来るんだぜ。分かったな？
　この粗末な筆跡とぞっとするような語彙で書かれた手紙（Athy、Aphy、Othry、Imthri、Urutha、 それにKrakamaka達といい勝負だ）から察するに、と彼はあれこれ考え始める。どうも、JurusはFalinestiを発って、Athieという街まで行ってしまったようだぞ。彼には分かっていた、こんな冒険はすぐにでも終わらせて、帝都の自宅へと引き返すのが賢明であると。彼は自分の命を危険に晒してまで金が欲しいとは思わなかったし、少なくとも、彼は一介の建設会社の中年事務員に過ぎない（正確には、過ぎなかった）のだから。つい先日から、Cathay-Rhatに襲撃を受けたり、半死半生でジャングルをさまよったり、Jaggaで酔い潰れたり、巨大なダニみたいな奴に殺されそうになったり、終いには、矢に串刺しにされるところだったりと、受難の連続だ。もう、冒険は充分というものではないだろうか？　彼の身なりはひどく汚れていたし、疲れきっていたし、何よりお金が金貨十枚しか無いのだ。これ以上、自分を酷い目に合わせるだけのJurusに振り回されるのは、どう考えても引き合わないだろう。少しでも賢明さと上品さを持っているのならば、すぐにでも冒険を投げ捨ててしまうべきなのだ。
　だが、しかし、彼は遠くの方から自分の声を聞いたような気がした。「お前は、もう選んでしまったのだ。選んでしまったからには、既に他の選択肢は残されていないし、この道を突破してみせるしかないのだ」
　彼は、こちらを興味深そうに見ている恰幅の良い女主人の方を向いた。「すみません、最近のElsweyrとの紛争に巻き込まれた村について御存知ですか？　Ath……ieとかいう名前だと思うんですが」
　「Athayのことね」彼女はにっこりと笑って答えた。「真ん中の息子のViglilも、毎日、そこに行っているわよ。河のちょうど上にある、美しいところね。あなたのお友達も、そこに？」
　「ええ」Scottiは言った。「そこに速く行くには、どうしたらいいでしょうかね？」
　少し話し合ってみて分かったのは、駅をいくつか経由してFalinestiの地下を通って、それから河岸まで歩いて行くのが効率の良い方法であるということだった。彼女の言に従ってから、彼は、河岸で渡船夫を雇うことにした。その渡船夫は縮れ毛のBosmerで、ピクルス漬けにされたコイみたいな顔をしていた。自分をBalfix船長だと名乗ったが、乏しい社会経験しか無いScottiでも、この船長がさして御立派な人物でないことは簡単に見抜けた。隠居した海賊か、妥当なところで密輸業者、ひょっとしたら、もっと質の悪い奴かも知れない。「船長」の船は、明らかにかつてかっぱらってきたと思われる、旧式の帝国産スループ型帆船（一本マストの帆船）だった。
　「金貨五十枚。それで、二日後には、お前さんはAthayに居るって寸法だ」Balfix船長はがなり立てた。
　「すみません、十枚しか……あ、いえ、九枚しか無いんです」Scottiは答えた。それから、何か説明しなくてはならないという気持ちになって、「ここまで降りて来る時に、リフト乗り場の運搬夫にチップをやったからなんです」
　「九枚で結構」愛想よく船長は言った。「実を言えば、お前さんが払おうと払うまいと、俺はAthayに行くつもりだったんでね。さぁ、くつろいでくれ。少ししたら出航するからな」
　そういうわけで、Scottiは浅瀬に漂っている船に乗り込むことにした。その中には箱や袋が山と積まれているが、その中身は、調理室や甲板へまでもこぼれ出てしまっている。それぞれの容器の表面には中身が記されており、それを見る限りでは、さしてヤバイものは入っていないようだ。曰く、銅、鉄くず、脂、インク、High Rock産飼料、タール、くらげ。てっきり、禁制品で溢れていると彼は思っていたのだが。
　Balfix船長が残りの船荷を積み込むのには思ったよりも時間がかかったものの、一時間以内には片付いた。それから、錨を引き上げると、Athayを目指して、一路、河を下って行った。緑灰色の水面はさざ波を立てるばかりで、頬を撫でる微風が心地よい。河岸の植物は青々と生い茂り、その向こうで鳴声を響かせている動物達をすっかり覆い隠してしまっている。そんな穏やかな情景の中、Scottiはうつらうつらと舟を漕いでいた。
　夜になって目を覚ますと、Balfix船長が食事と新しい洋服を用意してくれていた。

　「何だってAthayへ行くんだい？　教えてくれるかい？」船長は尋ねた。

「そこに、前の同僚が待ってるんです。私は帝都のAtrius建設会社で働いていたんですが、その建設関係の契約を交渉するために、彼にここまで呼び出されたんですよ」そう言いながら、二人で干しソーセージにかぶり付く。「それで、壊れた建物の修理や再建をしようと思ってるんです。それが、橋でも、道路でも、あるいは別のものであっても。とにかく、この前のKhajiitとの戦争で傷付いた建物は全て、です」
　「辛い二年間だったよ」船長は頷いてみせた。「まぁ、俺やお前さんみたいなのには好都合だろうがね。それでも、物は手に入り難くなるからね、輸送網が断たれちまうから。……ところで、今度はSummurset Islesと戦争をおっ始めようとしてるって、あんた、知ってるかい？」
　Scottiは首を振った。
　「俺は、元々、湾の方にskoomaを流すケチな密輸をやっていたんだがね。Summurset Islesで戦争が始まるってんで、そこの御偉いさんを戦禍から逃がすために、そいつを『密輸入』したことがあるのさ。そんで、その御偉いさんに認められた俺は、今じゃあ、立派なビジネスマンってわけだよ。結局、戦争から起きる最初の犠牲は、いつだってお上の腐敗ということだね」
「すみません、そんなこと聞いてしまって」そして、彼らは黙りこくると、二人して河面に映った星月を眺めていた。
　次の日、目を覚ましたScottiは、船長が帆に包まりながら、酒で呂律が回らなくなった舌と低い声でもって、何か唄を歌っているのを見付けた。Scottiが近付いてくるのを認めると、船長は大瓶入りのJaggaを彼に薦めた。

「Jaggaから学ぶべきことは、全て、Western Crossでのどんちゃん騒ぎで学びました」
　それを聞いて船長は豪快に笑った、かと思うと、急に大粒の涙をこぼして泣き始めた。「俺は、何も、合法の商売人になんかなりたくなかったんだ。俺の好（よしみ）だった他の海賊達は、今でも立派に『活躍』しているぜ。他の船にちょっかい出したり、他人様の物に手を付けたり、お前さんみたいなのを奴隷商に売り飛ばしたりとか、さ。だけどね、誓ってもいいが、こうやって合法な船に合法な商品を積んで合法な商売をする、こんなことが、俺の人生を変えちまうとは思わなかったんだ。あぁ、もちろん、密輸業に戻ることだって出来たさ。だけど、気を利かしてくれたBann Darの旦那に悪いってもんだろ？　彼は、俺がこうなることなんて分からなかったんだから。俺は、こうして分かっちまったけどな。……うう、俺は駄目になっちまったんだ」
　Scottiは、この泣き虫男を帆の中から救い出すと、慰めの言葉をいくつか呟いた。それに続けて、「話を変えて悪いんですけど。ところで、ここは何処なんです？」
　「おお！」船長は惨めにうめいた。「ちょうど良い頃合だ。甲板に上がってみてくれ。周りは、もうAthayだぞ」
　「あの、あれ」甲板に上がったScottiは言葉を失った。「燃えてます、Athayが燃えてますよ」
　すごい量の黒煙が木々の上に投げ出され、まるで羽毛のように舞っている。その黒煙は甲板の二人の方にまで及んだが、彼らに出来たのは、村の家々が真っ黒な骨組みへと焼き焦がされるのを見ているだけだった。焼け出されて息も絶え絶えの村人達は、次々に岩の上から河へと跳び込んでいく。人々の泣き叫ぶ声は、不協和音となって二人の耳朶を打つ。そのとき、彼らは見た、街の端の方、松明を掲げて歩くKhajiitの人影を。
　「祝福を、Bann Darよ！」アルコールのせいで、少し吃りながら船長。「また戦争が始まったんだ！」
　「何てこと！」Scottiも涙ながらに呟く。
　二人の乗った船は燃え盛る村から離れて漂っていたが、Scottiは、よくよく村の方へ目を凝らしてみた。と言うのも、村の恐慌をよそに涼しげにそよぐ並木の、その木々が不自然に身震いしているのが視界に入ったからだ。
　「あれは……」それは、二本の木の生い茂る枝に身を潜ませていたのは、他ならぬKhajiitの一群だった。一ダースはいるだろう彼らは、手に手に弓を携えて、身のこなしも軽く次々に地面へ飛び降りていく。「見つかったぞ！」Scottiは叫んだ。「弓を持ってる！」
　「ふむ、もちろん、奴らは弓を持ってるだろうさ」Balfix船長はうなって答えた。「そうさ、こんな惨いことになったのは、俺達Bosmerの、特に馬鹿げたお上のせいなんだ。どだい秘密になんてしてはおけない、それは分かってたよ。なぁ？」
　「ちょっと、矢に火を付け始めましたってば！」
　「なるほど、そういう事だってあるさ」

　「船長、なに悠長なこと。奴ら、僕らを狙ってるんですよ、火の付いた矢で！」
　「ああ、そうだろうとも」船長は軽やかに同意した。「心配すんな、見事、この俺様が避けてやるぜ」
直後、彼らKhajiitの放った火矢は、見事、船腹に突き立った。更にまずいことに、その突き立った場所は貯蔵庫であったらしく、脂かタールが引火したのだろう、青白い炎が勢いよく噴き出している。Scottiは慌てて船長を掴むと、この船がバラバラになる前に、二人で河に跳び込んだ。冷たい水のおかげで、ようやく酔っ払いは素面に戻ったようだ。沈みつつある船の方へ全速力で泳いでいるScottiに向けて、船長の声。
「Scotti君、君は何処へ泳ぎに行こうとしているのかね？」
「この事を知らせにFalinestiへ帰るんですよ」
「お前さんの泳ぎじゃ、何日かかるか分からんよ。よしんばFalinestiに着いたところで、向こうの連中は、全員、Athayが襲撃されたことを知ってるだろうさ！　それに、戦争が始まったことを知れば、余所者を中には入れてくれんだろう！　それより、この近く、河を下ったところにGrenosという街がある。あそこなら、俺達をかくまってくれるはずだ」
　Scottiはそれを聞いて船長の方へ引き返すと、二人並んで河の真ん中を下って行った、焼け残された村を後にして。Scottiは、自分が泳げることに対してMaraに感謝の念を覚えていた。何故なら、岩ばかりの大地が広がるCyrodiilでは、泳げる者の方が少ないのだ。Cyrodiilでも、Mir CorrupやArtemonで生まれ育ったならば、Scottiは、今や河の底に沈んでいただろう。だが、帝都出身の彼にとって幸運であることに、水に囲まれた帝都では、誰も彼も、ボート無しで河を渡る術を心得ているのである。一介の事務員である（決して冒険者ではなく！）彼でさえ、同じように。
　Balfix船長の酔いが、河の水に慣れたのか、ぶり返してきたようである。と言うのも、このXylo河は冬でも暖かく、一度慣れてしまえば、逆に心地よくすらなってくるからだろう。船長の水をかく手は一定でなくなり、Scottiの方へ近づいたかと思えば離れ、彼の前や後ろをふらふらとさまよっている。
　Scottiは、右の岸へ目をやる。炎は木々をちろちろと舐め、易々と燃やし尽くそうとしている。後方から迫ろうとする劫火から、彼らは何とかペースを保って泳いでいる。今度は、左の岸へ目をやる。そして、じっと目を凝らす。河岸には葦が並んでいたが、それがぶるぶると震えていたのだ。
　「……ん？」そこに潜んでいたのは、彼が今まで見たことが無いほどに大きな猫だった。赤褐色の毛並みと緑の眼、そして、その野性味溢れる悪夢めいた肢体に合った、頑健な顎と牙、それらを併せ持つ獣だった。その獣達は、河で泳ぐ二人の姿を注意深く眺めているようだ。「船長、どうやら岸には上がれないようですよ。そんなことしたら、あの村みたいに燃やされるか、さもなきゃ、奴らの腹の中です」Scottiはささやいた。「何とか、しっかり泳いでみて下さい。疲れたら言って下さい、しばらく浮いて、河下に流されましょう」
　酔っ払いに理性的な忠告をするとは、誰にとっても、絶望的な経験だ。それでも、Scottiは、彼の泳ぎに合わせてペースを落とすと、彼と一緒に右へ左へと漂ってみる。船長の方はいい気なもので、海賊時代に覚えた唄を気持良さそうに怒鳴り散らしている。そんな船長を放っておいて、Scottiは左岸の方、例の獣達を注視していた。そして、水を一蹴りしてから右岸を向くと、そこには、炎に包まれる村の姿があった。疑い無く、それはGrenosだった。それを認めた途端、彼の中で激しい怒りが燃え上がったが、同時に、激しい恐れも感じていることに気付いた。いつの間にか船長の呑気な歌声は途絶えていたが、それにすら気付くことも無かった。
　「船長、一度、戻りましょう」だが、振り向いた先には、船長の姿は既に無かった。「……船長？」
　しばらく呆然としていたが、何か気付いた様子で、Scottiは暗い河底へと身を潜らせてみた、何度も何度も。最後に水面から顔を覗かせようとした瞬間、巨大な猫の影が視界の隅の河底に写った。「間違いない」と彼は思った。「奴らが船長を溺れさせたのだ」すぐに彼は踵を返すと、全速力で泳ぎ去った。
　こうして、Scottiは孤独な河下りを続ける破目になった。よく注意してみると、この自分が泳いでいる支流が、Khajiit達が放った炎を防ぐ役割をしているようだ。だが、残念ながら、この近くに街は見当たらない。何時間かそうして泳いだあと、「そろそろ岸に上がってもいいのではないか？」という考えが浮かんで来た。もちろん、問題はあの猫達なのだが。
　決断を保留しつつ更に進むと、彼の前に岩場で出来た小さな島があるのが目に入った。焚火の煙が上がっているところを見ると、誰かが居ることは確かなようだ。「しかし、そこに加わってもよいものだろうか？」彼は悩んだ。相手がBosmerならば嫌な顔をされるだけだが、Khajiitならば顔すら残さずに平らげられてしまうだろう。そうは言っても、そろそろ、彼の手足に溜まった疲労は限界に達しようとしていた。鈍い痛みにうずく筋肉に急かされるようにして真っ直ぐその島へ向かうと、彼は自分の体を岩場へと引き上げた。
　そこに居たのは幾人かのBosmerだったが、彼らがどうして此処に居るのかは一目で分かった。彼がついさっき自分の目で見てきた村、そこから逃げ出して来た避難民だった。焚火の上であぶられているのは、ジャングルで彼を付けねらっていた、そして、泳いでいる彼を岸から凝視していた、あの巨大な猫だった。
　「Senche-Tigerだよ」焚火を囲んで座っている人々の内、腹を空かした様子の若い戦士が言った。「動物じゃない。どれだけ賢いCathay-Rhat、Ohmes、そして、クソ忌々しいKhajiitを連れてきたところで、ようやくこいつと吊り合いが取れるところだね。何とも可哀相なことに、こいつは溺れちまったようでね、それで、俺達が有り難く頂くところなんだぜ。ところで、アンタも肉は好きだろう？　これは格別だぜ。この哀れむべきトンマが大好きなsugar（Khajiitらが好む、moon sugarと呼ばれる麻薬）よりも甘いんだからな」
　人間と同じ位に知的な生物を果たして食べられるのか、Scottiには分からなかった。しかし、驚くべきことに、最後の食事から、一日は優に過ぎているのだ。それに、その肉は、調味料は加えられていないものの、ジューシーで豚みたいに甘みがありそうで、実に美味しそうな代物だったのだ。結局、彼も御相伴にあずかることにした。それを食べながら周囲を見てみると、周りには静かに嗚咽を漏らす人々で溢れていた。どうやら、彼らはAthayとGrenosの住民で、家族と離れ離れになってしまったようなのだ。彼らが口々にこの戦争への呪詛を言いつのるのを聞きながら、Scottiもまた、物思いに耽っていた。「どうして、Khajiitは再び襲撃に及んだのか？　どうして、皇帝はこの件に関して軍事的介入を行わないのか？」帝国の中心地であるCyrodiil出身の彼にとっては、二番目の問題はひどく切実なものだった。
　「すみません、待ち合わせていたCyrodiil人に会いたいのですが」彼は、Athayから逃げて来たと思しき手近なBosmerの少女に声をかけた。「Liodes Jurusというんですけど。君は、ひょっとしたら、彼に何が起こったか知りませんか？」
　「ごめんなさい、あなたのお友達のことは知らないわ。でも、村に炎が飛んできたとき、何人かCyrodiilがそこにいたわよ」少女は答えた。「その内の何人かは、私が思うに、すぐに逃げて行ったよ。きっと、内陸の方のVindisi、ジャングルになっているところなんだけど、そこに行ったと思うの。私達も、明日はそこに行く予定なの。そこだったら、仲間もたくさん居ると思うし。ねぇ、よかったら、おじさんも一緒に行かない？」
　彼は真面目な顔で頷いた。そして、河が流れるこの島の、岩だらけの大地で寝転んでくつろぐことにした。かなりの努力の結果、ようやく彼は眠りに就くことが出来た。とは言っても、大して眠れるはずが無かった。
　訳注　Balfix船長の台詞で「戦禍」という言葉が出て来るが、これはMane’s wrathを意訳したものである。直訳するならば「たてがみの怒り」であるが、これでは意味不明である。そのため、前後のつながりから、これを「戦禍」と翻訳した。また、Bann Darは盗賊の神、Maraは愛の女神である。更に、High RockはBretonの故郷である山岳地帯、Summurset IslesはAltmer（High Elf）の故郷である緑豊かな亜熱帯。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅳ」

「焔中舞踏」第四章

Waughin Jarth著
　十八のBosmerと一人のCyrodiilは、Xylo河の西に位置する古代の集落であるVindisiへと、ジャングルの中をとぼとぼと歩いていた。そのCyrodiilは、Atrius建設会社の事務員であった、中年前半の男である。Scottiにとって、ジャングルは自分に対して敵意を持っているようで、あまり親しみを持てない場所に思われた。強靭に生い茂った木々は朝の光をすっかり覆ってしまい、それらは、彼らの歩みを妨げる、振りかざされたカギ爪のようにすら思われる。目の前で小さく身震いしている丈低い植物でさえ、その身震いは、何か悪意の有るエネルギーによるものと感じられるのだ。奇妙に思われるかも知れないが、少なからぬ同行者が居ることも、彼の不安を増大させていたのだ。何故なら、彼ら同行者は、Khajiitによる GrenosやAthayの襲撃を逃れた者達ではあっても、その顔付きは恐怖の色を隠せていなかったからだ。
　もちろん、彼がジャングルに覚えた敵意とは、単なる錯覚だったのだろう。実際、周囲をよく見てみるならば、そこに感じられるのは、単なるカンシャクのようなものではなく、この土地に固有の好意的な精神であるのだから。だが、その一方で、この敵意の原因をScottiは分かっていた。周囲にKhajiitの影を見て取っていたのだ。こうして逃亡する彼らを追い詰めんと、木から木へと飛び移ってくる影を。しかし、彼がその影に顔を向けようとすると、途端に薄暗がりの中へと身を潜ませてしまうのである、まるで最初から存在していなかったように。だが、彼はその存在を確信していたし、Bosmer達も同様だった。だから、彼らは歩みを速めた。
　それから十八時間の間、彼らは歩き通して、素肌は虫に咬まれて幾つもの棘で引っ掻き傷をこしらえながらも、ついに開けた渓谷へと辿り着いた。既に夜となっていたが、一列になったトーチの灯が彼らを迎え入れ、その灯りは、Vindisiに並ぶ革製のテントや乱雑に転がされた岩々を映し出していた。渓谷の端はトーチで囲まれており、そこには節くれ立った木々で造られた四阿（あずまや）の寺院が立っている。言葉も無く、Bosmer達はトーチの列を通ってその寺院へと歩いて行った。Scottiも、それに続く。そうして歩いて行くと、寺院を形作っている密集した丈夫な木々が、一部だけ切り取られているのが目に止まった。どうやら、ここが寺院の入口であるようだ。内部では、青白い灯りが明るく燃えており、何十人もの低く響き渡るうめき声が木霊している。Scottiが足を入れようとしたところ、彼が今まで付いて来たBosmerの少女が、彼に手を伸べて制して言った。
「あなたには分からないでしょうけど。でも、いい？　私達にとって、あなたは余所者なの。だから、此処にあなたを入れるわけにはいかないの。友達でも、よ」彼女は言った。「此処は聖域なの」
　彼は頷くと、彼らBosmerが御辞儀をしながら寺院に入って行くのを見送った。そして、祈りの言葉を唱和する声に彼らのものも合わさり、それらは一つの大きなうねりとなっていった。最後にBosmerの少女が入って行くのを見届けたあと、彼は村の方へと注意を向けた。きっと、食べ物が在るに違いないと踏んだからだ。事実、鹿肉を焼く微かな煙が、彼を導いてくれたトーチの灯りの上に、蔓のように伸びているのだった。
　Vindisiには、五人のCyrodiilと、二人のBretonと、一人のNordが居た。彼らは、明々と熱せられた岩で囲まれた焚火の周りに集まって、細長く裂いた牡鹿の肉を燻製にしているところだった。Scottiが近付くと、厚切れの肉に夢中のNord以外は、みんな彼の方を見て立ち上がった。
　「こんばんは、皆さん。お邪魔して申し訳無いんですが、少し食べ物を分けて頂けませんでしょうか？　CrenosとAthayから逃げて来た人達と一緒に一日中も歩きづめで、とてもお腹が空いているんです」
　彼らは挨拶を返しながら、一緒に座って食べるように言った。それから、自己紹介を始めた。
　「Scottiさんが仰るように、どうも戦争が再び始まったようですね」

　「こんな時代遅れの奴らのために、何をしてやる義務があるってんだよ」Nordが肉を噛み噛み答える。「俺は、こんな怠惰な文化は見たこと無いね。奴らBosmerときたら、陸ではKhajiitと、海ではHigh Elfとドンパチやらかそうとしてるんだろ？　全く、こんな下らない場所のために、少しでも骨を折ってやる気になんか、さらさら、ならないね」
　「しかし、Bosmerはあんたの事をさして嫌に思ってはいないだろう？」Bretonの一人が笑って言う。
　「奴らは、愛想の良い盗賊みたいなもんさ。表立っては他の国を侵略しないがね、実際のところ、Khajiitよりも質が悪いね」火で熱せられた岩の上でシューシューと音を立てている脂身の塊を、Nordはピシャリと打ちつけた。「自分のもんじゃないテリトリーにまで森を広げてさ、それで、周りを何時の間にか自分の領土にしちまうんだからな。だから、今度のElsweyrのしっぺ返しがあって、奴ら、まごついちまうのさ。自覚が無いんだからな。全く、俺はあんな悪漢どもを見たこと無いね」
　「それで、あなた達はここで何しているんです？」Scottiは尋ねた。

　「俺は、Jehennaの宮廷から送られた外交官さね」そうNordは呟くと、自分の食事に戻ってしまう。
　「あなたは、どうなんです？　ここで何をしてるんです？」Cyrodiilの一人が尋ねてきた。

　「私はAtrius建設会社で働いているんですが」Scottiは言った。「前の同僚の一人から、ここValenwoodに来るように頼まれたんです。戦争が終わって、それで壊れた建物を直す契約が取れるだろうってことで。でも、不運続きで、お金は全部なくすし、また始まった戦争に巻き込まれるし、同僚は見つからないし、で……」
　「その同僚って」Regliusと名乗ったCyrodiilが呟いた。「ひょっとして、Liodes Jurusという名前ではありませんか？」
　「彼を知ってるんですか！？」

　「俺も、君と全く同じ誘いをかけられていたんだよ」Regliusは不敵に笑ってみせた。「俺は、君の会社の商売仇であるVanechのところで働いていたんだがね。Jurusの奴さんも、前はそこで働いていたのさ。それで彼から手紙を受け取ってね……まぁ、ここは君と全く同じだよ。ちょうどクビになっていたところも、全く同じ。それから、JurusとはAthayで落ち合ったんだが、彼が、Silvenarと会えばもっと儲けられるって言い出してね」
Scottiは動転しながら言った、「それで、Jurusは今どこに？」

「俺は神学者じゃないからね、何処に居るかなんて言えないよ。彼は死んじまったからね」Regliusは肩をすくめてみせた。「AthayがKhajiitに襲われたとき、奴ら、Jurusが用意してくれていたボートのある入り江をよく調べておいたに違いないな。さもなきゃ、俺が買ったボートが無くなるわけが無いもんな。あの襲撃で、何が何だか分からないまま入り江まで逃げ延びた時には、もうボートの陰も形も無かったよ。焼かれて海の藻屑さ。きっと、そのとき、Jurusも一緒に……。Khajiitの連中は、確かに動物には違いないが、そういうところには悪知恵が働くようだな」
「奴ら、ジャングルを通って、このVinsidiまでやって来たと思いますよ」Scottiは緊張した面持ちで言った。「私達の後をつけて、確かに、何かが木の天辺を伝って来てましたから」
　「そいつぁ、きっと、猿人の類だよ」Nordが鼻で笑った。「何も心配することは無いさ」
　「Bosmerと一緒にこの村に来たとき、彼らBosmerは皆あの木に入って行ったんだけど。そのとき、とても怒りながら、古代の恐怖の宿敵を解放するとかなんとか、ささやいていたよ」震えながら、Bretonの一人が言う。「それから、ああして一日と半分、あの中に籠もりっ放しなんだ。ねぇ、君、怖い物好きなら、ちょっと見てきてくれないかい？」
　Daggerfallの魔道師ギルドの代表者と名乗ったBretonは、同郷の言葉を受けて、暗闇にじっと目を転じていた。それから、そのBretonの連れに言った。「ふむ、確かに何かしているようだな。しかし、ジャングルの方にも何か居るようだぞ。村の端の方に、明かりが見える」
　「新しい避難民では？」口ではそう言うものの、声音には緊張を隠せない。
　「いや、この時間にジャングルを抜けて来るというのは妙だ」その魔道師のBretonはささやいた。ふと、Nordと一人のCyrodiilが、濡れそぼった革製のレインコートを焚火の上に伏せ置く。たちまちに、音も無く火は消えてしまった。ようやく、Scottiは侵入者の姿に気付いた。黄色に光る楕円の眼、冷酷な長剣、トーチを持つ手。彼は必死で恐怖を抑えると、彼らと一緒に自分も見つかっていないことを祈った。
瞬間、彼は誰かから背中を押されるのを感じて、ハッと息を飲んだ。

Regliusのささやき声が彼の頭上から降って来た、「Maraの慈愛にすがりたきゃ、口をつぐんで此処を登るんだな」

言われて周りを見ると、消された焚火の端の方にある高いブドウの木の上から、二本の蔓を結んだロープが垂れ下がっている。彼は出来るだけ速くそれをよじ登ると、その努力を無に帰さないように、必死で息を押し殺した。ブドウの木の天辺はVindisiの高みに在り、その天辺の三叉になった枝には、何か巨大な鳥が作ったであろう巣が捨て去られている。彼は、自分の体を、柔らかくて良い匂いのする麦わらで作られたその巣へと引き上げた。Regliusも、彼に続いた。そうして人心地ついてから、他の人はどうしたかと見てみたが、周囲には誰も居なかった。下を見ても誰も居ない。ただ、Khajiit達が鮮やかに輝く寺院へと向かっているのが視界に飛び込んで来ただけだった。
「ありがとう」この感謝すべき商売仇に向かってささやくと、二人は深く握手を交わした。彼は村から視線を外した。二人の重みでたわんだ枝が、渓谷を囲む苔むした岩壁をサッと撫でるのが見える。「どうして木になんて登るんです？」
「馬鹿を言っちゃいけない」Regliusは息を殺して言った。「奴らKhajiitが去るまで、俺達は此処に居るべきだ」

「でも、奴らが火を放ったらどうするんです？　そうなったら、地面に居るのと同じように殺されてしまうでしょうに」Scottiは、注意深くゆっくりと、更に木の高みへと登り始める。自分を支えられるかどうか、慎重に枝を見極めながら。「私の言っている意味、分かるでしょう？」
「全く分からないね」Regliusは、薄暗がりへと自身を潜ませている。「おい、見ろよ。奴ら寺院の前に集まって……。ん、何かロープみたいなのを持ってるな。それを自分の背中に回して、道の方へ引きずっていくぞ」
一方、Scottiは、岩が剥き出しで表面が湿っている崖に向かって生えている枝、その中でも最も丈夫なものの方へと這って行った。そこから崖への距離は、実際のところ、さして遠いものではなかった。崖に染み込んだ湿気の匂いとひんやりとした冷たさが、しっかりと彼に感じ取れる距離ですらある。だが、やはり、事務員として過ごした彼の歴史の中では、地上から百フィート（三十メートル）も離れた樹上から切り立った岩場へ跳躍するなどというのは、全く以って考えられないことでもあるのだ。彼は心眼を思い描いた、ジャングルで彼を追ってきた影に自分を重ね合わせてみる。奴らの脚は強靭なばねである、奴らの腕は頑健なはさみである。それ故に、華麗なる流動的軌跡をもって樹上を闊歩する。よろしい、私もそのように跳ぶのだ、跳ぶのだ、跳ぶのだ。跳躍。
　何とか、彼の手は岩を掴んだ。ちょうど、傍には縄のように厚くて太いコケが垂れ下がっている。そのコケの方に近付こうと足を移動させていた、正にそのとき、彼の視界は転倒した。数秒後、気付けば、彼は逆様に崖にへばり付いていた。何とか元の姿勢に戻ったものの、どうやら彼は狭く突き出た部分に居るようで、少しでも動けば、地面に叩きつけられること間違いなしである。しかも、どんな拍子にか、自分の鞄が向こうへ転がって行ってしまったのだ。木の上には、Regliusの鞄と一緒に（動き易いように外しておいたのだろう）、Scottiのものも転がっている。
結局、彼はこう言うことになる、「Regliusさん。Regliusさん。 Regliusさん」しかし、彼は大声を上げるようなことはしなかった。いや、こうなったのが自分の責任である手前、上げられるはずが無かったのだ。一分後、近くの枝がガサガサと震えると、Vanechの部下が姿を現した。まず、自分の傍に放り出された鞄、次にScottiの頭、最後にScottiの全身を見た。Scottiは何事かささやき始めたが、Regliusは毅然と首を振って、下を指差すばかりである。それにつられて下を向くと、一人のKhajiitがやってきて、消された焚火をじっと見ているところだった。
　Regliusは決まり悪そうに枝の上でバランスをとってみせたが、片手でそれをやるのは、なかなかに難しいようだった。Scottiは手の平をお椀状にすぼめると、自分の鞄を指差した。Regliusには辛い体勢を強いることになるが、何とか片手を離したまま、その鞄をScottiに手渡すことが出来た。
　と、そのとき、鞄から闇にきらめく何かがこぼれ落ちた。なんと、彼の鞄には、ほとんど目に見えないくらいに小さい穴が空いていたのだ。そして、Scottiが受け取った拍子に、金貨が一枚、宙に投げ出されてしまったのである。金貨は岩場を跳ねて落ちて行くと、柔らかくも甲高い音を響かせる。それほど誰かの注意を惹くような音を、まったく、彼は今まで聞いたことが無かった。
　多くの事が、その一瞬の内に起こった。
　まず、彼らの下に居たCathay-Rahtが木の上を見て盛大に叫びを上げる。それに呼応して、他のKhajiit達は、猫のように身を屈めると低い枝に跳び移ってくる。それを見たRegliusはパニックに陥って、Scottiの方へ無謀な跳躍を試みてしまった。だが、跳ぶ前からScottiには結果が分かっていた、つまり、それが失敗に終わることを。実際、Regliusは、悲痛な叫び声だけを残して地面に叩きつけられると、その首は枯れ枝のように折れた。
　その瞬間、閉ざされた寺院の隙間から、白炎にも似た閃光が湧き出した。Bosmer達の詠唱は既に、人外じみた、ぞっとするような呻き声に変わっている。Scottiに迫らんとしていたCathay-Rahtも、その木を駆け登る手足を止めると、
「Keirgo!」それは、ハッと息を飲んだようだ。「Wild Huntだ」
　何か強固な封印が解けたかのような、鋭い音が辺り一面を覆った。それに重なるようにして、寺院の入口から、数多の魑魅魍魎があたかも怒りに目が眩んでいるかのように獰猛に躍り出る。触手をゆらめかせる巨大なヒキガエル、鋭い針と硬い鎧で武装した昆虫、ぬめぬめとのたくる大蛇、神々の顔を持つ霧状の化け物、そして、身の毛もよだつ異形の数々。即座に、寺院の前にたむろっていたKhajiit達は肉塊へと変じられる。それを見てジャングルへと飛んで逃げて行った残りのKhajiit達だったが、Wild Huntはすぐに追い付いてみせると、彼らが引きずっていたロープを、彼らごと手繰り寄せる。数秒間、Vindisiを狂気に満ちた殺戮が包囲した。
　言葉にもならない呻き、けたたましく吼える声、異形の群れが上げる叫び、Wild Huntが犠牲者を貪り食う間、身を潜ませたScottiは、そんな声を聞いていなければならなかった。Nordも二人のBretonも、見つかって喰われてしまった。魔術で姿を隠した魔道師の方も、昆虫の嗅覚の前には無力だった。Cathay-Rahtが登りかけていた木も、不可能と思えるほどの力で下から揺さぶられている。Scottiは、恐怖に引きつったCathay-Rahtの表情を見て取ると、傍らの縄みたいに太いコケを一本、それの方に差し出した。
　そのコケを掴もうとブドウの木から跳び出したCathay-Rahtの表情は、明らかな感謝の念で溢れていた。だが、Scottiがそのコケをサッと引っ込めてしまっても、Cathay-Rahtはその表情を変えること無く、地面へと落ちて行った。そして、Cathay-Rahtが彼に怒りの形相を見せることは決して無かった。何故なら、地面へと落ちる前に、それはWild Huntによって骨へと喰らい尽くされてしまったのだから。
　Scootiは更に崖を登ろうとして跳躍したが、それは思ったよりも上手くいった。そして、彼は崖の頂上にまで自分の体を引き上げると、混沌としたVindisiを高みから見下ろした。Wild Huntの大群は更に数を増し続け、逃げ惑うKhajiit達を道から道へと追って、谷中を覆いつくしていった。それは、正に地獄絵図であった。
　彼がその高みから眺めていると、Khajiit達が、自分達のロープに手を掛けているのが目に入った。――と、何処からか雷のように轟く音。それは、Vindisiを取り囲む崖の上から雪崩を打って道に注がれてきた巨石の音だった。恐らく、Khajiit達は、この仕掛けでもってVindisiを制圧しようと画策していたに違いない。だが、それは裏目に出たと言う他は無かった。何故なら、その巨石によって、渓谷は完全に封鎖されてしまったからだ。しかも、Wild Huntの方は全くの無傷であった。
　Scottiは村から顔をそむけた。これ以上、グロテスクな狂宴を静視していられる自信が無かったからだ。彼の眼前には、夜のジャングルが木々の網を伸ばしている。それを見てから鞄を肩にかけようとして、「……うん？」何か違和感を覚えた。夜の暗がりでよくよくその鞄を見てみると、何と、それはRegliusのものだった。きっと、手渡してくれたときに間違えてしまったのだろう。「……しかし」とは言っても、もう、あの地獄絵図に戻る気力も残っていない。結局、彼はRegliusの鞄を肩に掛けると、眼前の森へと入って行った。
　訳注　Daggerfallは、東西に細いHigh Rock（Bretonの生まれ故郷）の西端近くに位置する。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅴ」

「焔中舞踏」第五章

Waughin Jarth著

　「石鹸で洗え！　この森は愛を食べて生きているんだ。だから、真っ直ぐ進め！　この、間抜けの間抜けの大間抜けの阿呆牛め！」
　Scottiが森に降り立つと、すぐにその声が響いてきた。彼は、薄暗い林の開けたところに目を凝らしてみたが、そこから聞こえてくるのは、虫の羽ばたく音や風のざわめきだけだった。その声は、非常に奇妙で風変わりなアクセントを付けられており、性別もはっきりしない、震えるような抑揚、だが、人間のものであることは確かなようだ。あるいは、ひどく少なく見積もっても、Elfのものであるようだ。恐らく、一人ぼっちで居るBosmerが、拙いCyrodiil語で喋っているのだろう。数えきれない程の時間をジャングルでさまよう事に費やしたScottiにとって、そのCyrodiil語の声は、少しく親しみの持てる、感慨深いものであった。
　「こんにちは！　聞こえますか！？」Scottiは叫んでみた。
　「やい、そのカブトムシは何て名前なんだい？　ああ、
確かに昨日だった、確かに！」声が返ってきた。「誰が？　いつ？　何を？　そしてハツカネズミ！」
　「あなたの言ってること、よく分からないんですけど」声がする方向に当たりを付けて、荷馬車ほども太い木苺の木に向き直ると、「怖がらないで下さい。私は、帝都から来たCyrodiilで、Decumus Scottiと言います。戦争で壊れた建物を直しに、ここValenwoodまで来たんですが、実は、道に迷ってしまいまして」
　「キラキラ光る原石、じっくり焼かれた奴隷達……すなわち、戦争」呻き声は、すすり泣きに変わっていく。
　「戦争について何か知っているんですか？　私は何も知らないんです。此処からどれだけ国境が離れているとか、そういうことも、まるっきり知らないんです」Scottiは、ゆっくりと、当たりを付けたその木へと忍び寄っていく。持っていたRegliusの鞄を地面に置くと、空いた手をそこに差し出してみる。「ほら、武器なんて持ってませんよ。私は知りたいだけなんです、この近くに街があるかどうか。Silvenarで、Liodes Jurusという友人と会わなくちゃならないんですよ」
　「Silvenarだって！」Scottiが木の周りを回っていると、ひどく昂潮した笑い声が飛び込んできた。「芋虫とワイン！　芋虫とワイン！　Silvenarの歌は、芋虫とワインのために！」
　だが、木の周囲には何も見つけることが出来ない。「何処に居るんです？　どうして隠れているんですか？」

　今まで空腹と疲労を我慢していたが、どうやら鬱憤として溜まっていたようだ。彼は、その木の幹を激しく打ちすえた。不意に、木の虚（うろ）の隅の方から、金と赤の、何か小さなものが飛び出して来た。それは六つの翼を持った数インチ（一インチは三センチ）足らずの奇妙な生物で、舞い降りるとScottiを取り囲んだ。深紅の眼の周囲はこぶのように突き出しており、いつも口は半開きだ。彼らに足は無く、素早く羽ばたかせている美麗で薄い翼は、どうやら、醜く太って張り出した腹から生えているようだ。しかし、彼らは、火花が散る速さでもって、空中を俊敏に動くことが出来た。そして、哀れむべき事務員の周りをぐるぐる飛びながら、全く意味不明な事をぺちゃくちゃ喋り出したのだ。
　「ワインと芋虫、ボクはどれだけ国境から離れているのか！　学術的美辞麗句、嗚呼、哀しや、Liodes Jurus！」
　「やあ、ボクはボクの武器が無くても怖がらないよ。煙に巻かれた炎と一番近い街は、そう、親愛なる『忘却』氏」

　「でぶでぶした肉、悪い肉、藍で染めた光輪は、でも、ボクを怖がらないで」
　「どうしてキミは隠れてるの？　どうしてキミは隠れてるの？　ボクら友達になる前に、ボクを愛して、Zuleika様！」

　人真似に怒って、Scottiは腕を振り回して彼らを木の上に追い払った。彼は足を踏み鳴らして森の開けたところまで取って返すと、数時間前もそうしたように、Regliusの鞄を開いて覗いてみた。もちろん、何か役に立ちそうなものも食べられそうなものも、その鞄のどんな隠しやポケットにも入ってはいない。在るのは、かなりの量の金貨（「こんなジャングルの中では、金貨一枚だって充分な量だろうさ」そう思って、彼は皮肉気に口元を歪めた）と、きちんと畳まれた空白のVanech建設会社の契約書、何本かの細い縄、油を塗った防水具。「とりあえずは」とScottiは思った。「雨の心配は要らないようだぞ」
　――と、轟く雷鳴の音。そのおかげで、彼は、ここ何週間か思っていたことを確信できた。「そう、私は呪われているのだ」
　一時間の間、その防水具を着けると、ぬかるみの中を這うように進んで行った。生い茂った森は日光を通さない代わりに、暴雨や暴風が吹き込むのは簡単に許してしまうのだ。耳に入るのは、鋭く差し込む雨の音、そして、彼の頭上でひらひら飛んでは嘲笑と戯言を繰り返す例の生物の声だけだった。彼はその生物達に石を投げて怒鳴り声を上げたが、すっかり彼らはScottiを気に入ってしまったのか、決して離れようとはしないのだ。
「これで一網打尽にしてやる」と、Scottiが大きな石に手を掛けたそのとき、彼は自分の足元がぐらつくのを感じた。運の悪いことに、ちょうど、その足元は雨でぬかるんだ斜面だったのだ。そのまま、彼は、小さな木の葉が川の流れに弄ばれるように、頭を足の下に足を頭の上にして流されて行く。それは、ぬかるみの洪水が止むまで、彼が滑り落ちるまで続き、遂に、彼は二十五フィート（七・五メートル）下の河に突っ込んで、そして停止した。
　嵐は、それがやって来たのと同じくらい唐突に、去って行ってしまった。再び顔をみせた太陽は暗雲を吹き飛ばし、Scottiが泳いで泥を落としている間、彼の体を温めてくれる。そこには、何かKhajiitの襲撃を暗示するようなものは無かった。近くには小さな漁村が在ったものの、最近になって打ち捨てられたのだろう、ほとんど活気は無く、死にたての屍みたいに細々とくすぶっているばかりである。泥で作られた家も荒廃して灰に戻っており、かつてはそこに積み入れられていたであろう魚の匂いがこびり付いているだけだ。筏（いかだ）や小船は壊れたまま放置されており、半ば水に浸かってしまっている。村の住民はもはや居ない。「もし残っている者があるならば」とScottiは考えた。「死体か、遠くから避難して来た者達だけだろう」不意に、廃墟の壁を叩く音が聞こえた。彼は、急いでその方へと向かった。
　「ボクの名前はDecumus Scottiですか？」あの奇妙な獣が歌っていた。「ボクはCyrodiilから来たのですか？　ボクは帝都から来たのですか？　ボクは、戦争で壊れてしまった建物を直すために、ここValenwoodまで来たのですか？　実は、しかも、ボクは迷子になってしまったのですか？」
　「ボクは、膨れていて、汚れていて、おまけにapeneckなのだ！」もう一匹が答える。「キミは何処に居るのですか？　どうして隠れているのですか？」
　彼らがぺちゃくちゃ喋っているのを尻目に、Scottiは村の残りを調べることにした。もちろん、野良猫は色んな物陰で見ることが出来る。乾ききった肉のカスとか、ひとかけらの魚肉ソーセージとか、そういう物の陰ならば、何処にでも、だ。しかし、不思議なことに、彼ら猫達はさして汚れた身なりではなかった。それに、こんな壊滅的な事態にあっては、食べ物もろくに無いはずだろうに。歩いている内、彼は、かつては石造りの小屋だったろう廃墟の下から、使えそうな道具を手に入れた。骨で出来た弓と二本の矢だ。弦は既に無くなっていた。大方、火事で燃やされてしまったのだろう。だから、Regliusの鞄から縄を取り出すと、それで修理することにした。
　その作業の間、あの獣達は、彼の頭上を飛び回ったり忙しなく宙に浮かんでいたりした。「聖Liodes Jurusの修道院だって？」
　「キミは戦争について知っています！　芋虫とワイン、黄金色の主人を制限しなさい、apeneck！」
　しばらくして弦がきつく張られると、弓をつがえてぐるりと回してみた。弦は、胸までかたく引いたままで。獣達は、射手を前にした経験があった。しかも、どんな方向のインクの染みだって射抜く、という凄腕だ。もちろん、彼らは射抜かれたい訳が無い、だから、そんな射手からは退散するものだ。Scottiが最初に放った矢は、彼の手前三フィート（九十センチ）、地面の上に落ちた。彼は悪態を吐くと矢を拾ってきた。物真似好きの獣達は、次のような射手を前にした経験もあった。つまり、三フィート前の地面を射抜いてしまうという「凄腕」だ。こんな者の前でどうすればよいか、もちろん彼らは心得ている。だから、Scottiが矢を取って戻って来ると、退散していた彼らも彼の頭上に戻って来て、口々に嘲笑を繰り出すのだった。
　第二射は、技術面に限って言えば、かなり上達したものだった。彼は思い出してみる、Falinestiの射手達がどんな風に弓矢を用いていたか、自分がhoarvorの抜け殻の下から飛び出た時のこと、そんな彼に射手が全員で狙いを付けていた時のことを。ギリギリと弓を引き絞る、両腕とも極限まで引き伸ばされ、右手が下顎をかすめる。イメージしてみる、この矢は指先なのだ、あの小憎らしい生物を、その指先で指してやるのだ。結局のところ、その矢も外れた。ターゲットから僅か三フィート離れて飛んで行った矢は、石壁に当たって呆気無く折れた。
　Scottiは河岸を歩いている。もう矢は一本しか残されていないのだ。「だから」と彼は考える。「これでもって、動きの鈍い魚を仕留めてしまおう」実際のところ、それは最も効率的な方法であるように思われた。何故なら、弦さえ壊れない限り、何度でも外した矢を河底から持って帰ればいいだけの話だからである。ちょうど、彼の前を、頬髭のある魚がゆったりと過ぎ去ったので、彼はそれに狙いを定めることにした。
　「ボクの名前はDecumus Scottiです！」一匹の獣のうなり声が、その魚を驚かせる。「この、間抜けの間抜けの大間抜けの阿呆牛め！　お前は、踊りを踊るだろう、焔の中で踊るだろう」
　Scottiは、さっきと同じように、その口喧しい生物を狙ってみた。しかし、今度は、あの射手達のように正しい姿勢をとることが出来た。彼らのように、足幅は七インチ（二十一センチ）開き、膝は伸ばしたまま、右肩が後ろに引かれるのに合わせて左脚は心持ち前に出す。そして、彼は最後の矢を放った。
　どうやら、この矢はなかなかに丈夫な代物であるようだ。何故なら、例の生物をその矢で串刺しにしたまま廃墟の石の上で焼いてみても、それが壊れることは無かったからだ。哀れな犠牲者を見ると他の連中はすぐに退散してしまい、彼は、至福の内に食事を楽しむことが出来た。その肉はとても美味く、一級品のものと比べても遜色は無い。彼が最後の一口を矢から引き抜いていると、蛇行した河の向こう側から、一隻の船が近付いて来るのが見えた。舵を握っているのはBosmerの船員だ。彼は、急いで岸に走り寄ると、大きく手を振った。しかし、彼ら船員達は、顔を背けて通り過ぎて行ってしまったのだ。
　「なんて残忍で冷酷な奴らなんだ！」Scottiはわめいた。「この、悪人、悪党、悪漢、apeneckめ！」
　そのとき、灰色の頬髭を持った男が一人、ハッチから顔を出した。すぐに、それがCryf Mallon、Cyodiilからの隊商で一緒だったあの詩人兼翻訳家だったと分かった。
Mallonは彼の方をじっと見ていたが、すぐに喜びで目を輝かせて言う、「Scottiじゃないか！　実に、君に会えて嬉しいね。そうだ、Mnoriad Pley Barのこんな難解な一節を知ってるかい？　『私が世界に流す涙は、新たな驚嘆を得るために』どうだい？　きっと、君も共感できると思うけど」
　「Cryf、Mnoriadは後にしてくれないかな！」Scottiは呼び返した。「それよりも、その船に乗せてくれないかな」
　無事に船に乗り込めて、これが何処の港を目指しているとしても、Scottiは非常に有難いと思った。ところで、彼は約束を守る男である。だから、この船がBosmerの村々の焼け焦げた廃墟を通り過ぎながら河を下っていく間、彼は、何の質問もここ数週間の身の上話もせずに、Mallonの話に付き合ってやったのである。Mallonは、Aldmeriのmerethicな密義に関する自分なりの解釈を滔々（とうとう）と話してみせた。その学者先生は、彼の生徒に学術的知識を要求することなく、単に頷いたり肩をすくめてみせたりするのも、教養ある会話の方法として受け取ってくれる。しかも、席を外したそうにしている生徒にワインや魚肉ゼリーさえ振舞いながら、幾つも論文を並べて講釈を垂れるのである。
　先生が些細な引用をノートに探しているとき、ようやく生徒は質問を差し挟んだ、「この話はとても興味深いんだけど、いったい、この船は何処に向かっているんだい？」

　「この地方の中心近く、つまりSilvenarだよ」読んでいる一節から目も離さずに、Mallonは答えた。「ちょっと厄介なのさ。僕は、まず、Woodhearthに行くつもりだったからね。そこに、Dirith Yalmillhiadが書いたものの写しを持っているBosmerが居るって聞いたんだ。Dirith Yalmillhiadだよ？　信じられるかい？　まぁ、そうは言っても、こうして待っている他は無いけどね。ところで、Summurset Islesの都市部では、庶民は慢性的な食糧不足に悩んでいるらしいね。それも、あそこが降伏するまで続くんだろうな。まったく、厄介なことになりそうだよ。Bosmerは、片端から他の連中を胃の腑に収めてしまうつもりなのさ。きっと、最後に残った一人の太っちょBosmerがValenwoodの旗を掲げるまで、このゴタゴタは続くんだろうね」
　「まったく面倒な話だよ」Scottiも同じ気持だった。「東の方じゃ、Khajiitが何もかも焼き払ってる。西の方じゃ、High Elfとドンパチやらかしてる。北の方は大丈夫なのかい？」
　「もっと悪いね」幾分かこちらに気を逸らして、Mallonは答える。「CyrodiilとRedguardは、Bosmerの避難民を受け入れたがっていないよ。もちろん、理由はある。考えてもごらんよ、彼ら避難民は家も無ければ食物も無い。そんな彼らを受け入れたら、どれだけ犯罪が増えることか」
　「ふむ」ちょっと寒気を感じながら、Scottiは呟く。「どうも、私達はValenwoodに足止めされているようだね」

　「いやいや、僕としては、のんびり出来て嬉しいけどね。出版社の方から、新しく出る本の翻訳を急かされているもんでね。奴らの締め切りときたら、恐ろしく厳格なのさ。ところで、この船に乗り合わせている人達の話を聞いてみたんだけどね。ある人は、特別国境警備隊の配属をSilvenarに請願しようとしているし、ある人は、検問の目をかいくぐってCyrodiilに潜り込もうとしているようだね」

　「Silvenarに請願するのかい？　それとも、Silvenarで請願するのかい？　いや、そもそも、Silvenarは人物か場所のどっちなのさ？」

　「SilvenarでSilvenarに請願するんだよ。この地方独特の奇妙な言い回しで、翻訳家としても興味をそそられるところなんだけどね。それで、Silvenarというのは、彼、いや、彼らと言った方がいいと思うけど。彼らは、Bosmer達に最も近しい指導者なんだよ。で、彼らについて覚えておくべきことは……」Mallonは笑みを浮かべて、とある一節を探り当てた。「うん、これだ。『十四の夜、言いも得ず、世界は舞踏へと燃焼す』ふむ、またメタファーだ」
「えーと、Silvenarについて話していたと思うんだけど？」Scottiは尋ねた。「それで、彼らについて覚えておくべきこと、というのは？」
「うん？　そんなこと言ったっけ？」Mallonはそう返すと、講義の続きに戻ってしまった。
それから一週間、船は浅瀬に何度かぶつかりながらも、Xylo河の水面を泡立てながら、緩やかに進んで行く。そして、ようやく、ScottiはSilvenarの街を初めて目にすることが出来た。Falinestiが一本の木ならば、Silvenarは一輪の華である。緑、赤、青、白の落ち着いた陰影が壮大に積み重ねられて、水晶で出来た他の部分と共に輝いている。途端に、Mallonは何も見ずにまくし立て始めた。こんな風にするのは、Aldmeriの作詞法を解説する時くらいのものだ。「いいかい、この街はこうして森の開けたところに華を開いているわけだけど。でも、これは、何かの魔法や偶然によるものじゃないんだ。と言うのも、ここに生えていた木々が半透明の樹液を流して、その樹液でこうして華やかな色の木々が固められて、そして、そこに街並みが造られたんだよ」そのMallonの説明は興味深いものだったけれど、Scottiには、この街の美しさを堪能している余裕は無かった。
「すみません、此処でとびっきり豪華な宿屋は何処ですか？」彼は、Bosmerの船員に尋ねた。
「Prithalaホールだよ」Mallonが答えた。「僕も一緒に泊まっていいだろ？　この近くに、知り合いの学者がいるんだ。会えば、きっと君も気に入ると思うな。彼の家は家畜小屋みたいなものだけどさ、でも、Aldmeriのmerethicな氏族、つまりSarmathiについては独自の解釈を持ってて――」
「うんうん、それはどうでもいいんだけど」Scottiは微笑んで言った。「でもね、Gryf。僕は、この数週間、ずっと地面や小汚い船の中で眠ったり、食べられる物は何でも、せびったりしなくちゃならなかったんだ。おまけに、クソ忌々しい翼を生やした生物にも、随分と寛大な態度で臨まなくちゃならなかったしね。だから、明日か明後日あたり、Cyrodiilへ安全に帰れるように、Silvenarに頼み込みに行ってみるよ」
　二人は互いに別れの挨拶を交わす。Mallonは帝都にある出版社の住所を教え、Scottiは迅速にそれを忘れた。それから、ScottiはSilvenarの街並みをぶらついたり、琥珀色の橋を渡ったり、樹液で固められた木々で出来た家々に感心したりした。そうして、銀色に輝く水晶で造られた、とりわけ立派な豪邸の前に立つ。そこが、Prithalaホールであった。
　彼は最上級の部屋を頼むと、これも最上級の食事を貪り喰らった。彼の着いたテーブルの近くでは、ひどく肥えた二人の男（一人はCyrodiilで、もう一人はBosmerだ）が、此処の食事とSilvenarの宮殿のものと何れが美味いか議論を交わしている。程無くして、その議論の主題は、現在の戦争や資金繰りの問題、そして、この地方の橋の再建へと移って行った。片方の男がScottiの視線に気付いたのか、彼の方を見返すと、何かに気付いたような目つきになった。
　「お前、Scottiだろ！　まったく、Kynarethじゃあるまいし、どこ飛んで行ってたんだよ。ここいらの契約、俺独りで取りまとめなくちゃならんとこだったぞ！」

　その声には聞き覚えがあった。そう、幾らたらふく食って太っていたとしても、JurusがJurusであることに変わりは無いのだ。
　訳注　apeneckが不明であったため、訳出せずにおいた。前後の文脈から言って、「悪者」に近い、ネガティブな意味を持っているようである。また、merethicも意味が不明だった。恐らく、この物語の第一巻で登場した「merelithic」と同様の意味を持つと思われる。Kynarethは気の女神であり、空を司る神々の中では最高位に位置する。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅵ」

「焔中舞踏」第六章

Waughin Jarth著

　Scottiは、座ってJurusの話を聞くことにした。だが、未だに、この眼前の肥満した男が、かつてのAtrius建設会社の同僚であるとは信じられない。辺りには、Scottiがさっきまで食べていたローストビーフに付けられた辛味の効いた匂いが立ち込めている。周囲の物音はすっかり消え失せていて、この広いPrithalaホールの中、まるで彼一人しか居ないようである。彼は自分がこれほど感受性豊かであることに驚いてしまったが、実際のところ、こうして遥々（はるばる）帝都からValenwoodまで導いてくれた男（汚い手紙を書く奴ではあるが）を前に、潮が満ちていくような感慨を味わっていた。
「本当に、何処ほっつき歩いてたんだ？」Jurusは繰り返し不満を言う。「何週間か前には、もうFalinestiで俺と会うはずだったろ？」
　「もちろん、そこに行ったさ」あまりの剣幕に怒るのも忘れて、吃りながら返す。「そこで『Athayに行け』っていう君の書置きを見て、そこに行ったんだけど。もう、Khajiitに焼き払われてたんだよ。それで、ひょんなことからBosmerの避難民達と別の村へ行くことになって。そうだ、その村で、君がもう殺されたって聞いたんだけど？」
「あん？　お前、そんなこと信じてたのか？」と、せせら笑う。
　「だって、それを教えてくれた人は、君のことをよく知ってたみたいだから。RegliusっていうVanech建設会社の人で、そうそう、彼にも私と同じような申し出をしていたんだろう？」

　「ああ、そうだったな」ちょっと考え込んでから、Jurusは頷いてみせた。「たった今、その名前を思い出したよ。この商売、きっと上手くいくぜ。何たって、帝都でも一、二を競う建設会社の社員が二人、工事の入札の手筈を調えるのを手伝ってくれるんだからな」
　「Regliusさんは死にましたよ」Scottiは言った。「でも、Vanech建設会社の契約書は持って来ましたけど」
「おお、上出来だ！」思わぬ幸運に、ハッと息を飲む。「ふん、お前が、そこまで無慈悲になれる奴だったとはなぁ、Scotti？　まぁ、これで、Silvenarでの仕事もやり易くなるってもんだ。ところで、Basthの紹介はまだだったかな？」
　そう言われて、そのBasthが、Jurusの隣に居る、Jurusと同じ位の胴回りを持つBosmerであると見当が付いた。そのBasthにScottiはぎこちなく目礼はしたものの、彼の頭は別なことについて考え始めているところだった。つまり、Cyrodiilへ安全に帰れるように、出来るだけ早くSilvenarへ嘆願する、ということだ。だから、その後で、ValenwoodのElsweyrやSummurset Islesとの戦争からどうやって稼いでやろうか算段している時も、何処か他人事みたいに思えてならなかったのだ。
　「おい、俺とあんたの同僚は、いまSilvenarについて話してるんだぜ？」今まで齧っていた羊の脚を置きながら、Basthは言った。「どうも、ちゃんと話を聞いてないんじゃないのかい？」
　「すみません、少しぼんやりしてました。しかし、Silvenarというのは、すごい人なんですね」
　「彼は民衆の代表なんだよ、法律的にも物理的にも精神的にも」新しい相棒の常識の無さに苛々しながら、Jurusが説明してくれた。「ここの連中が健康なのも、ほとんど女ばっかりなのも、彼のおかげだ。もしも庶民が、食べ物や商売や外国からの邪魔に不平を漏らしたら、その不平を避ける法律を作るのも、この彼だ。もっとも、彼が連中と同じ不平を感じたら、だがな。つまり、彼は独裁者なのさ。ただし、民衆のための、な」
　「それは、つまり」Scottiは適当な言葉を探し出して、「……寝床、ということだね」

　「まぁ、そんなところさね」Basthは肩をすくめてみせた。「だが、彼は、『民衆の声』という多大な権限を持ってる。その中には、外国の会社による建設許可や契約交換を認可する権利も、もちろん含まれているのさ。もっとも、信じてくれなくても構わんがね。いいかい、Silvenarのことを考えみてくれ。あんた達のイカれた皇帝様、例えばPelagiusみたいなもんだよ。今現在、このValenwoodは四方八方から攻撃されてかなり参っちまってる。Silvenarの旦那も、外人に対しては、すっかり不信と恐怖の塊だよ。そこで、だ。たった一つの民衆の望み――つまりは、Silvenarの望みでもあるが――は、帝国が介入してこの戦争を終わらせることなのさ」
　「帝国が、ですか？」Scottiが問い返す。
　「まぁ、あのイカレ皇帝様に期待するのは無理な相談かも知れんがね」そう言いながら、JurusはRegliusの鞄から、空白の契約書を取り出した。「実際、あいつが本当に止めようとするかどうかなんて、誰にも分からん話だよ。それよりも、と。ククク、Reglius様様だな、奴のおかげで、随分と仕事がスムーズに行きそうだぞ」
　それから、彼らは、昼間にSilvenarと会うとき、自分達をどうやって紹介するかについて討論を交わした。Scottiはまた別なことを考えそうになるが、残りの二人が許さなかった。太陽が丘に沈みながら、水晶の壁を通して三人を赤々と照らしていた。結局、Silvenarとの謁見はせずに駆け引きをしよう、ということになった。と言うのも、JurusやBasthでさえ謁見を逃しているのだから、Scottiが加わったところで変わるはずは無いからだ。なので、Silvenarと面と向かって会えたら「御の字」ということだ。Scottiは、自分の部屋に戻ってJurusの計画に穴が無いかどうか考えを巡らせていたが、冷たく柔らかいベッドに抱かれて、すぐに深い眠りへと落ちてしまった。
　次の昼に起きたScotti1f、ちょっとした違和感を覚えていた。と言うのも、このところは、臆病に振る舞うことに慣れていたからだ。考えてみれば、この数週間、ずっと生死をさまよっていたようなものだった。極限の疲労を味わったり、ジャングルで獣に襲われたり、飢えてげっそり痩せ細ったり、おまけに、Aldmeriの詩作についての議論に巻き込まれたりしたのだ。それに、Jurus達との、どうやってSilvenarを騙くらかして彼の署名入りの完全に合法な契約書をこしらえるか、という討論もあった。そんなことを考えながら着古しの服に着替えると、階段を下りて、食べ物とゆっくり思索に耽られる場所を探した。
　「おう、起きたか」Scottiの頭上、階段の上からBasthの声が降って来た。「今から宮殿に行くぞ」
　「今から？」Scottiは愚痴をこぼす。「見て下さいよ、この格好。これじゃ、今から女を買いに行く服装ですよ。『Valenwoodの民衆の声』とやらは、あなたが独りで届けてきて下さい。それに、お風呂にも入ってないし」
　「いいか、この瞬間から、お前は事務員じゃなくて商人見習いだ」Scottiを燦々と陽が差す大通りに引っ張って来て、Jurusが勿体ぶって宣言した。「まず、お前は将来有望な顧客の代表者だってことを頭に叩き入れろ。ハッ、何処から見たって、正にその通りだろ？　大体、豪勢な衣装やプロの立ち居振る舞いなんかじゃ、お前はSilvenarの旦那を騙せないんだよ。この愛すべき青二才がやろうとしたころで、失敗するのは火を見るより明らかなのさ。だから、この仕事は俺に任しとけ。俺やBasthも含めて何人か宮廷に行ってみたが、何かしらヘマをしちまったもんだよ。あんまりにもがっついたり、格式張ったり、商売の話ばかりしようとしたり、な。それで、Silvenarとの謁見を逃しちまったわけだ。だが、俺達は、『そんな拒絶もどこ吹く風』とばかりに、こうして居残っているんだよ。その後、宮廷についてぼんやりと考えてみたり、帝都の情報を仕入れてみたり、ピアスを開けてもらったり、ぶらぶら散歩したり、がつがつ飲み食いしてたら、ハッ、こうなっちまったよ。あえて言うが、一ポンド（四百五十グラム）か二ポンドは太ったね。さて、俺達がSilvenarの旦那に伝えるべきメッセージは簡潔にして明瞭だ。すなわち、『最高の出会いを貴方に』だ。俺達の儲けのためだなんて、おくびにも出すんじゃないぞ」
「それに、『我々の計画は安全確実です』とね」Basthが付け加える。「そうだ、今朝、大臣に『ようやく、我々帝国の代表者が到着仕りまして御座います。陛下の御尊顔を拝するを、彼は非常な歓喜を以って臨み申し上げて居ります』って言ったら、『早く連れて参れ』だってさ」
「今朝だって？　遅刻してるじゃないか」Scottiは聞き返す。

　「とんでもなく、ね」Jurusは笑みで返す。「しかし、それも計画の内だよ。一国の代表者が、そう軽々しく振舞うわけにはいかんだろう？　それに、Silvenarを、ケツの穴の小さい世襲貴族と間違えちゃいけないぜ。『不興』の一言で片付けてくれるさ。あの旦那は、庶民の心の拠り所なんだよ。それを頭に入れとけば、どうやって彼を丸めこんだらいいか、お前も分かるだろう？　うん？」
　それから数分間を、Jurusは、Valenwoodについての講釈を歩きながら垂れるのに費やした。つまり、此処には何がどれだけ足りないか、それには幾らの金がかかるかについて、だ。その話は地に足の付いていないもので、規模も費用も、Scottiが今まで扱ったものよりも遥かに大きなものである。だが、Scottiはそれを注意深く聞いておくことにした。宮殿への道中、まるでSilvenarの街が薄衣を脱いだように、彼らの周りに、ガラスや花々、風のうなり声や心地よい気だるさが、鮮明に感じられるのだった。そして、遂に宮殿の前に立つ。呆気に取られて立ち尽くしてしまったScottiに、Jurusはニヤリと笑って話しかける。
　「どうだい、風変わりってもんだろ？」

　実際のところ、その言葉の通りだった。緋色の爆発をそのまま凍らせたものを練り合わせて造られたような、太陽をも刺さんとばかりにデコボコに伸びた尖塔。小さな村ほどもある庭園には、廷臣や召使い達が、まるでイコールを吸ってまわる昆虫のように歩いている。花びらのような橋を渡って、不安定な壁に覆われた宮殿の中を歩く。先程の橋は、その橋脚もまた花びらのように分かれ、それぞれ触れ合うほどに近い。その中心は、小さな日陰の集会所であるらしい。何度か道を曲がって行くと、一行は壁に囲まれた中庭に到着した。そこには、ドアも無ければ、その他にSilvenarの所に行く方法も見当たらない。どうやら、螺旋を描いて宮殿を登って行かなければならないようである。つまり、会議室や寝室や食堂やらを、一々、通って行かなければならないのである。もちろん、高僧や王妃や宮廷楽団員や、それに大勢の衛兵の傍を通って、だ。
　「まったく、愉快なところだな」Basthが言った。「しかし、いささかプライバシーに欠けているがね。もっとも、Silvenarには好都合なんだろう」
　宮殿に入ってから二時間後、廊下を歩いていた一行は、剣や弓をちらつかせる衛兵達に呼び止められた。

「私達は、Silvenar陛下との謁見を望む者達です」Jurusは、辛抱強く言葉を運ぶ。「こちらは、Decumus Scotti氏、帝国の代表です」
　一人の衛兵が廊下を曲がって姿を消すと、すぐに、一目で高位の者と分かる男を連れて来た。背丈の高い、革を縫い合わせたローブを着込んだ彼こそ、Silvenarの経済相である。「陛下は、Decumus Scotti氏、彼独りとの謁見を御所望でいらっしゃる」
　もう、とやかく言ったり不安の色を見せたりしている場合では無い。Scottiは、残る二人の方も見ずに、歩を進めた。大体からして、彼らに泣き付いたところで、無関心を装われるに決まっているのだ。大臣の後を付いて行って謁見室に通された彼は、この謁見で重要なことを全て暗誦すると、Jurusの立てた計画を心に思い描いた。「全部、しっかりと頭に入っていますように」彼は、そう願わずには居られない。
　Silvenarの謁見室はドーム形であり、天井まで次第に反られていく壁は、全体としては、緩やかな球形となっている。何百フィート（一フィートは三十センチ）もの高みの天井の隙間から降る細い陽光は、灰のエナメルを散らした羽座布団の玉座に身を預けた男、Silvenarに注がれていた。この街や宮殿に比べれば、Silvenar自身は至って普通に見える。体つきは平均的な優男、少し疲労の色が見えるが、帝国のどの州議事堂でも見ることが出来る、ちょっと変わったWood Elfというところだ。しかし、彼が高座から降りてきて、Scottiは風変わりなところを見つける。背丈が非常に低いのだ。
　「私は、お前独りと話がしたい」Silvenarは、ありふれた、気取らない口調で切り出した。「書類を見せてくれないか」

　ScottiはVanech建設会社の契約書を手渡した。Silvenarは、それをじっと見ると、「帝国」という飾り文字の上に指を走らせてから、彼に返した。彼は何だか気恥ずかしくなって、床に顔を向けてしまう。「我が宮廷には」とSilvenarが言う。「この戦争で儲けようというペテン師どもで溢れ返っている。おおかた、お前や、お前の同僚もそのクチだろう？　しかし……ふむ、この契約書は本物のようだな」
　「ええ、勿論ですとも」Scottiは冷静に返す。彼のあまり格式ばらない口調は、Silvenarに好印象を与えたようだ。これは、Jurusに教えられた通りである。「そういう頭のまわる連中ならば、すぐに、『この道路を再建すべきだ』とか『Altmerの奴らに壊された海岸を修復すべきだ』とか『経済網を再整備すべきだ』とか言い立てて、そのための費用の見積もりを見せることでしょうね」
　「ところで、どうして二年前にElsweyrとの戦争が始まったときに、皇帝は使節を派遣してくれなかったと思う？」憂鬱そうに尋ねる。
　Scottiは、返答する前に、このValenwoodで会ったBosmer達との会話を思い出してみた。金に汚くKhajiit達にびくびくしている、彼を国境からここまで護衛してくれた、あの兵士達。FalinestiはWestern Crossの、どんちゃん騒ぎをしていた人々や、害虫駆除（彼も駆除されそうになった）の射手達。Havel Slumpの詮索好きなPascos母さん。哀れむべき元海賊のBalfix船長。悲哀に満ちた、しかし希望を捨てていないAthayやGrenosの避難民達。狂気と殺戮の、自身をすら喰らい尽くす、VindisiのWild Hunt。Mallonに雇われた、物静かで気難しい船員達。ちょっと風変わりなBasth。もしも一つの生物が、それが住む地域の全ての生物の気質を代表するというならば、その生物の個性はどうなってしまうだろう？　Scottiは仕事上でも生来の気質からも事務員である。だから、目録や書類を作ったり、何かをシステムに組み込んだりすることには本能的に安らぎを覚える。もしもValenwoodの人々の気質の欄に何か書き込まねばならないなら、いったい何が相応しいだろうか。
ほとんど考えるまでも無く答えは出て来た。拒絶、だ。
　「この質問は、私の興味を惹かないように思います。その、すぐに商談に移って構いませんか？」

　その昼の間中、二人はValenwoodの再建計画について議論を交わした。全ての契約書に、記入と署名がなされていった。費用がどんどんと加算される一方で、余白にも追加条項が走り書きされていき、それにも署名が重ねられる。こうして素早く交渉はまとめられていったが、その内容は決して考え無しのものではないことに、Scottiも気付いていた。実際のところ、「民衆の声」氏の計画はかなり効率的なものであり、これに従えば、日常生活も上手く回っていくだろう。つまり、漁獲とか経済利益とか航路や森林の状態とか、事細かに考えられたものだったのだ。
　「この契約の成功を祝して、明日の夜、祝宴を開こう」そうSilvenarが言うほどだ。
　「今夜にしませんか」Scottiは答えた。「この契約書を持って、Cyrodiilに発たなきゃならないんです。だから、そこまでの路を確保してくれませんか。時間を無駄にしたくないんです」
　「勿論だとも」そう言って頷くと、呼び寄せた経済相に封がされた契約書を渡す。そうして、祝宴の準備に向かって行った。
　Scottiは謁見室を出ると、JurusとBasthに挨拶を投げた。彼ら二人は、あまりに長い間、気を揉んでいたのか、すっかり顔が引きつってしまっている。だから、衛兵達の姿が見えなくなると、すぐに彼に首尾を尋ねてきた。それに答えて契約書を見せると、Basthは、歓喜のあまり涙を流す始末であった。
　「Silvenarを見て、何か驚かなかったかい？」Jurusが尋ねる。
　「背が低かったね。私の半分しか無かった」

　「へぇ？」Jurusは穏やかに肩をすくめてみせた。「大方、俺達があんまりにも謁見しようと必死なもんだから、旦那、縮んじまったんだろうね。いや、民衆の苦境に心を痛めて、かな？　ハッ！」
　訳注　イコールとは、ギリシア・ローマ神話に登場する、神々の体内を流れる霊液である。恐らく、Morrowindの舞台が古代ローマに倣っているからであろう。
「A Dance In Fire, Chapter Ⅶ」

「焔中舞踏」第七章

Waughin Jarth著

　Valenwood　Silvenarにて
　第三時代　三九七年　Sun’s Dusk月　十三日
　Silvenar宮殿で開かれた祝宴には、Valenwood再建の仕事を持っていかれたことに嫉妬する官僚や商人達も、全員、顔を見せていた。隠そうともしない憎悪の眼差しの中心に居るのは、他ならぬ、Scotti、Jurus、Basthの三人である。Scottiには居心地が悪いだけだったが、Jurusには、それが快感であるようだ。召使達がローストビーフの乗った大皿を引っ切り無しに持って来るのを見ながら、JurusはScottiとJaggaで乾杯を交わした。
　「今だから言えるがな」Jurusは言った。「正直、お前をこの商談に巻き込んだのはすごい失敗だと思ってたんだよ。だが、な。俺がコンタクトを取ったどの建設会社の連中も、確かに外見は積極的だったがね、お前みたいにSilvenarとサシで話付けたり、有り金はたいて冒険に出ようなんていう奴は、居なかったんだぜ。ほら、もっと飲めよ」
　「もう、いいよ」Scottiは言った。「Falinestiで充分に飲んだし、それに、ダニの化け物のせいで禁酒することにしたんだよ。何か別の飲み物を探してくるよ」
　二人が、大きな銀の瓶から湯気を立てている茶色い液体をカップに注いで飲んでいるのを尻目に見ながら、Scottiは、お茶を探して歩き回っていた。

　「お茶だって？」一人の商人が嘲りの笑みを浮かべて言った。「Valenwoodには無いね。ここにRotmethなら在るがな」
　仕方なく、Scottiは、そのRotmethをちびちびと舐め始める。匂いが強く、苦味と甘味があって、ひどくしょっぱい。初めは、とても飲めたものではないと思われたが、不思議なことに、しばらくすると、そのカップを空けて新しく注いでいるほどだった。体が火照ってきて、この謁見室の物音がちぐはぐに感じられる。しかし、まったく恐怖感は無い。
　「おい、あんただろう？　Silvenarの旦那から契約を取り付けたっていうのは」別な商人に呼び止められる。「さぞかし、粘りに粘って、深い話をしたんだろうな」
　「いえ、全く、全然です。商売というものに関して、基本的なところを両方が合意できただけです」Rotmethの三杯目を注ぎながら、Scotti1は笑みを返す。「Silvenarは、Valenwoodのゴタゴタを収めるために帝国とのコネを作っておきたかったし、私も、何としても契約を取りたかったし。それで、神の御加護か、両方の利害が一致したということですよ。だから、私のしたことと言えば、契約書に羽ペンを走らせることだけです。あなたにも、神の御加護がありますように」
　「あんた、皇帝御用達の会社に長く勤めてるんだろ？」最初の商人が尋ねた。
　「ふむ……まぁ、帝都では色々とあってね。ここだけの話、実は、もう無職なんだよ。Atrius建設会社で働いてたんだが、クビになっちまったのさぁ。大体、あの契約書だって、本当は商売仇のVanech建設会社のもんだしさぁ。いや、さ。Regliusってー奴からちょろまかしたのさ。いい奴だったよ。Khajiitに殺されちまったけど」彼は五杯目を空けた。「帝都に戻ったら、アホAtriusとマヌケVanachにサシで話付けるつもりさ。奴らの前でこう言ってやるよ。『ちゅーもーく！　この契約書、どっちのロクデナシが欲しいですか？』ってね。そしたら、二人とも俺にむしゃぶりついてくるだろうね。まったく、それに匹敵するような奪い合い、きっと誰も何処でも見たこと無いだろうな」
　「と言うことは、つまり、あんた、本当は帝国の代表なんかじゃないんだな？」最初の商人が聞き返した。
　「おい、このウスノロ、俺様の話をちゃんと聞いてなかったのか？！」唐突に激憤が彼の中を巡ったが、同じく唐突に収まってしまう。そして、ヘラヘラ笑いを浮かべると、七杯目を継ぎ足した。「ハッ、個人でだって建設会社は作れるんだぜ？　そりゃ、確かに今はAtriusやVanechのノータリンどもが皇帝の代理人だがな。しかし、俺様にだって、そうなれるさ、この契約書さえあればね。ハッ、俺様のお話は難しすぎるかい？　付いて来れてないだろう？　分かってるぜ。まったく、みんな、詩みたいなもんさ。焔に踊れ……illusion幻覚に従えば、すなわち、allusionほのめかし……」
「あんたの同僚もかい？　あんたの同僚も、代表じゃないのかい？」二番目の商人が尋ねる。

　Scottiは爆笑して首を振ってみせる。二人の商人は尊敬の念のこもった別れの挨拶をすると、大臣の方へ話をしに行ってしまった。残されたScottiは、千鳥足で宮殿を抜けると、奇妙に入り組んだ大通りや並木道をふらふらと進んで行く。数時間後、彼はPrithalaホールの自室で眠りに落ちていた。ただし、彼のベッドのすぐ近くで。
翌朝、Scottiは、JurusとBasthに揺り起こされて目を覚ました。まだ目は完全に開いていなかったが、その他の点は良好である。あの商人達との会話が、子供時代の記憶のように、ぼんやりと浮かんできた。

「いったいぜんたい、Rotmethは何から出来てるのさ」彼は口早に尋ねた。
「ひどい匂いのする発酵させた肉、それに、その臭みを消すための大量のスパイス」Basthが笑って言う。「Jaggaを飲んどくように、警告しておくべきだったろうな」
「Mandateの肉については、今すぐに知っておくべきだな」Jurusも笑った。「Bosmerときたら、三度の飯より、果物やブドウの木や地面を触っている方が好きなんだからな」
「あの商人達に、私は何て言ったんだ？！」パニックになりながら、叫ぶ。
「今のところ、表立っては、悪いことは起こってない」何枚か書類を取り出しながら、Jurusが答える。「そうだ、例の契約書とお前を安全にCyrodiilまで運んでくれる護衛が、階段の下まで来てるぞ。急いだ方がいいぜ。Silvenarの旦那は、ビジネスが迅速に進まないことに、あまり寛容ではいらっしゃらないようだからな。それと、この契約をしっかり履行したら、特別に褒賞が出るらしいぞ。実は、俺はもう幾つかもらってきた」

　そう言って、Jurusは、大粒のルビーで飾られた美しいイヤリングを見せびらかす。Basthも同じものをみせると、Scottiが着替えと荷造りをしている間に、二人とも部屋を出て行ってしまった。
　Silvenarの衛兵の一連隊が、既に宿屋の前に整列していた。彼らは、Valenwood軍の正規の武具に身を固めて、羽根飾りの付いた馬車を取り囲んでいる。その光景に呆然としながらも慌ててその馬車に潜り込むと、隊長の号令の下、連隊は出発した。そのスピードは速く、馬車の中の彼も揺られながら外を眺めていた。すると、後ろの方で、JurusとBasthの二人が、「達者でな」と手を振っているのが見えたのだった。

　「止めて下さい」Scotiは叫んだ。「あなた達は帝都に帰らないんですか！？」
　「帝国の代表者として此処に残るように、Silvenarから言われたんだよ」Jurusも叫んで返す。「また、契約とか交渉とかする必要が出てこないとも限らんだろ。それに、俺達はUndrapeの勲位ももらったんだぞ！　外国人に与えられる特別な奴だ。心配すんな、また祝宴で会おう！　俺達はこっちで上手くやるから、お前は、AtriusとVanechとの交渉を上手くやるんだぞ。お前なら出来るさ！」
　Jurusはまだ何かアドヴァイスを続けていたようだったが、遠ざかるにつれて、声も遠のいていく。そして、護衛達が通りをぐるっと回ると、すっかり彼ら二人の姿は見えなくなってしまった。それから、ぼんやりとジャングルが見えてきたと思ったら、既にその中を走っていた。そう、この深い森の中、彼は自分の足で苦労して歩いたり、川をゆっくりとボートで下ったりしたのだ。それが、今や、こうして馬車に乗って、悠々と進んでいるのである。馬達の下草の上を駆けていくスピードは、街中の整備された路を走るよりも速いほど、木々の緑が瞬く間に後景へと流れて行く。ジャングルに特有の奇妙な物音もじめじめした匂いも、全く気にはならない。馬車の窓から覗く風景は、まるで紗幕（透けていて、向こうが見える幕）を通して「疾駆するジャングル」なる劇が上演されているような印象すら与える。
　そうして二週間が過ぎた。馬車の中には食べ物も水も充分にあったので、Scottiは、ただ食べたり飲んだりを繰り返していればよかった。時々、彼は剣戟を聞いたものの、周りを見てみた時には、既に馬車は出発してしまった後だった。そして、一行はValenwoodとCyrodiilとの国境に到達した。そこには、帝国の要塞が居を構えている。
　Scottiは、馬車に寄って来た兵士達にあれこれと書類を見せる。彼ら兵士達は質問の集中砲火を浴びせてきたが、Scottiが素っ気なく答えていると通行の許可が下りた。そこから更に数週間かかって、帝都の門の前に到着する。ジャングルを飛ぶように疾駆してきた馬達も、ここColovian Estatesの見知らぬ風景には、ちょっと戸惑い気味である。それと対照的に、Scottiにとっては、見慣れた鳥、匂い、植物と、その風景を見ているだけでも生き生きしてくるのだった。そこは、正に、数ヶ月前の彼が夢にまで見た故郷であるのだ。
　帝都の門をくぐると、馬車の扉を開けて、Scottiは不確かな足取りで地面に降り立つ。彼が護衛達に何事か言おうと振り向いた時には、既に彼らは森を抜けて南の方へ走り去ってしまっていた。まず彼がすべきことは、近くの宿屋に行って、お茶と果物とパンを頂くことだ。「もう肉は食べないぞ」Rotmethに懲りた彼は、しっかりとそれを自分に言い聞かせた。実際のところ、それは彼の気質によく合っているようである。
　その後すぐに行ったAtriusとVanechとの交渉は、大方、納得できるものだった。どちらの建設会社も、Valenwood再建計画に加わることでどれだけ利益が上がるか、しっかり分かっていたのである。Vanechは、この契約に用いられた書類は自社のものであるため、この契約はVanech社のものであると主張する。一方、Atriusは、この契約を成功させたのは自社のScottiであるため、この契約はAtrius社のものであると主張する。もちろん、彼を決して解雇した覚えは無い、と付け加えたが。結局、この争いには皇帝による調停が為されることになったが、しかし、それは全く使い物にならないものだった。何故なら、皇帝の相談役である攻性魔術師のJagar Tharnが長らく消息不明であり、彼無しでは、公平な判断など無理な相談であるからだ。
　AtriusとVanechからの「袖の下」でもって、Scottiは悠々自適の生活を送っている。毎週、JurusとBasthから、交渉の進捗状況を記した手紙も届く。しかし、彼らの手紙は次第に少なくなっていって、今度は、Silvenarの経済相とSilvenarその人からの緊急の手紙が届いた。それによれば、Summurset Islesとの戦争に敗北し、ValenwoodがAltmerに湾岸の島を幾つか移譲することで講和が成立したらしい。また、Elsweyrとの戦争は依然として続いており、Valenwoodの東方の荒廃はまだ止んでいないようである。そして、AtriusとVanechとの賄賂合戦は今日も続いているのだった。
　第三時代三九八年の、気持の良い初春の朝。一人の密使がScottiの家のドアを叩いた。

「Vanech社長が、Valenwoodの再建代理権を入手なされました。付きましては、可及的速やかに、例の契約書を御持参の上、社長宅へいらっしゃいますよう御願い申し上げます」

「Atriusの方は諦めたのかい？」Scottiは問い返した。
「御愁傷様ですが」と密使は答えた。「たった今、お亡くなりになりました。偶然にも、凄惨な事故に巻き込まれてしまったようです」
「いつから、Dark Brotherfoodがこの交渉に暗躍し始めていたのだろうか？」Vanechの邸宅へと歩を進めながら、Scottiはそんなことを考えていた。「ひょっとしたら、ゲームで遊んでいるつもりが、遊ばされているとも限らないんだぞ」Vanechの邸宅は、質素な部品ばかりで造られているが、全体としては品のある、好感が持てるものだった。「商売仇のAtriusが死んでしまった今となっては、あの金に汚いVanechは私の足元を見てくるんじゃないのか？」そう思ったScottiであったが、有難いことに、彼はScottiが申し出た通りの金をきっちり払ってくれた。そうは言っても、Dark Brotherfoodの件を考えて、Scootiにとっては、凍える冬の寒さを味わいながらの交渉だった。Vanechの相談役が言うには、もしも事が上手く進まなかった場合には、新しく別な会社を建ててでも、Valenwoodでの利益を獲得するつもりだったらしい。
　「いやはや、全てが合法的に収まって何よりだね」Vanechは喜色満面である。「今や、我々は、可哀相なBosmer達を救済するという誇りある仕事の前途に立っている。もちろん、その分の正当な報酬は頂くがね。非常に残念だが君は我が社の代表ではないので、実務は、Bend’r-mahk君とArnesian君とに担当してもらうことになるが。ところで、まだValenwoodでは戦争が続いているようだね」

　こうして、ScottiとVanechは、Silvenarに手紙を出すことになった。もちろん、内容は「ついに、Undrapeの勲位に見合う仕事をする準備が調いました」だ。そして、数週間後、新事業の発足を祝うパーティーが開かれることになった。Scottiは今や帝都に於ける時代の寵児であり、その記念すべき祝宴には、費用も全く惜しまず注ぎ込まれた。
　その祝宴で、彼は、この新事業で利益を受けることになる貴族や豪商達と挨拶を交わした。舞踏室には、異国風の、しかし何か親しみの持てるバラの香りが漂っていた。彼は、その香りを辿って行った。――と、長く厚い皿に乗せられた、厚切りのローストビーフの傍を通り過ぎる。その周りでは、はしゃぎまわっているCyrodiil達が、その肉の味や質感を言い表す言葉を失ったかのように、ただガツガツと次から次にその皿へと手を伸ばしている。
　「こんなに美味いもの、今まで食ったこと無いね！」

　「丸々太った豚みたいな味の鹿だ！」
　「ほら、赤身と脂身がほどよく混ざってるのが分かるだろう？　これが最高の逸品の証拠なのさ！」
　それらの声につられて、Scottiも少し切り取ってみる。しかし、確かに外はよく焼かれて美味しそうではあるが、中は乾燥したパサパサのもので、決して高級とは言えない代物だった。そして、その皿を置いて引き返そうとした拍子に、彼の新しい雇い主となったVanechとぶつかってしまった。
　「何処に行っていらっしゃったんですか？」

　「ああ、Silvenarのところにね」Vanechは社長の威光を見せながら答える。「そうそう、あちらの住民がUnthrappaと呼ぶ珍味をもらってきてね」

　Scottiは吐いた、それは暫らく止められなかった。急場しのぎの棺が夕べには調えられたが、しかしScottiが彼の邸宅に引き返した時にも、客たちが食事を中断することは無かった。Unthrappaは皆の口を喜ばせていた。その切り身を取ったVanechが、中に埋め込まれていた二組のルビーの片方を見付けた時には、それは更なる盛り上がりを見せることになる。Bosmerは何と巧い料理を作ることだろう、Cyrodiilたちは口々に認め合ったものである。
訳注　Dark Brotherfoodとは、Morag Tongから独立した暗殺集団である。
この「A Dance In Fire」は七章から成りますが、実は、第四章には、意図的に筆を加えた部分があります。それは、「ScottiとRegliusの鞄が取り違えられたこと」です。ここまで本書を読んでこられた方はお気づきでしょうが、この物語の一つの「肝」は、Atrius社の元社員であるScottiがVanech社の契約書でSilvenarと契約を交わすことです。これによって、七章後半のAtriusとVanechとの確執が生まれるわけです。しかしながら、この確執が生まれる前提というのは、ScottiがReglius社の契約書しか持っていないことです。さもなければ、ScottiはJurusに両社の契約書を見せただろうし、Silvenarにも両社の契約書を渡したことでしょう。それ故に、ScottiはAtrius社の契約書を無くしていなければならないのです。では、いつ無くしたのでしょうか。第二章の冒頭に、「契約書もぼろ切れになって」という記述が出てきます。つまり、ここでAtrius社の契約書を無くしていることになります。しかし、問題であるのは、彼がVanech社の契約書をいつ手に入れたのか、ということです。そもそも、契約書に関する描写では、多くの場合、「契約書を鞄から出す」と描写されています。ここから分かるのは、重要な契約書は鞄に仕舞われているということです。この事情は、恐らくRegliusにとっても同様でしょう。それ故に、ScottiがVanech社の契約書を手に入れた時点とは、ScottiがRegliusの鞄を手に入れた時点なのです。ところが、原文の何処にも、どちらの描写もありません（「既に手に入れている」描写はあっても、「正に手に入れた」描写は無い）。考えられるのは第四章での鞄をやりとりする場面ですが、原文通りに読むならば、RegliusがScottiに渡したのは、正にScottiの鞄であるのです。しかし、それにも関わらず、第四章の最後の場面でScottiが肩にかけた鞄は、「Reglius’ s satchel　Regliusの鞄」と明確に描写されているのです。つまり、第四章の何処かで、Scottiの鞄がRegliusの鞄に変わっていなければならないのです。これを裏付けるように、第五章以降では、鞄の描写は必ず「Reglius’ s satchel　Regliusの鞄」とされています。そこで、ここからは恣意性を含んだ議論になりますが、Regliusの鞄と取り違えたのだという解釈を行いました。こう考えるならば、第五章以降で鞄が「Reglius’ satchel」と描写されるのも、その鞄から取り出されるのがVanech社の契約書であることにも納得がいきます。以上から、私は、第四章に「ScottiとRegliusの鞄が取り違えられたこと」を意図的に加筆しました。
　しかしながら、これだけ議論を組み立ててみても、そもそもの英文読解が稚拙であるならば、その議論の前提は危ういというものでしょう。実際のところ、私は自身の英文読解に絶対の自信を持ってはいません。それ故に、この議論も前提から誤っていることも考えられます。更に、前提が正しかったとしても、別様の解釈は常に成り立ち得るでしょう。そのため、こうして私が提示した解釈以外にも妥当性の高い或いは興味深い解釈が成立するならば、それを考察してみるのも「Morrowind」の醍醐味であると私は考えます。
